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1広報まつしま

秋、新しい松島
復
興
事
業
も
い
よ
い
よ
大
詰
め

松
島
橋
の
新
橋
が
開
通

松
島
観
光
を
盛
り
上
げ
る
！

宮
城
県 

松
島
離
宮
が
オ
ー
プ
ン

　松島に訪れた秋。例年行われているイベントは感染症予防対策を徹底して開催さ
れたり、新しい橋が開通したり、新しい観光スポットも誕生しました。

新しい松島橋の航空写真(上流側から)

　

10
月
３
日
午
後
１
時
、
高
城
地
区
に
あ
る
松

島
橋
の
新
橋
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

こ
の
開
通
に
先
立
ち
、
同
日
午
前
10
時
か
ら

は
開
通
式
典
が
行
わ
れ
、
宮
城
県
仙
台
土
木
事

務
所
の
後
藤
寿
信
所
長
は
じ
め
、
関
係
者
12
名

が
出
席
し
、
く
す
玉
の
開
披
等
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

松
島
橋
の
新
橋
設
置
工
事
は
宮
城
県
が
平
成

26
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
今
後
は
仮
設
道

路
の
切
り
替
え
工
事
や
旧
橋
の
撤
去
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

10
月
16
日
、
『
宮
城
県 

松
島
離
宮
』
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
宮
城
県
村

井
嘉
浩
知
事
は
じ
め
関
係
者
お
よ
そ
１
０
０
名

が
参
加
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
『
宮
城
県 

松
島
離
宮
』
は
、
平
成
27
年
に
閉

館
し
た
マ
リ
ン
ピ
ア
松
島
水
族
館
の
跡
地
に
建

設
さ
れ
た
観
光
施
設
で
、
屋
内
に
は
県
の
名
産

品
な
ど
を
提
供
す
る
飲
食
店
や
物
販
店
舗
等
が

並
び
、
屋
外
に
は
松
島
湾
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
庭

園
等
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
施
設
と
し
て
、
松
島
の
観
光
を
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。
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「
名
月
」と「
落
語
」を
満
喫

月
の
松
島
in
観
瀾
亭

今
月
の
表
紙

　

中
秋
の
名
月
の
10
月
１
日
、
観
瀾
亭
で
「
月

の
松
島
in
観
瀾
亭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
渦
で
開
催
規
模
を
縮
小
す
る

中
、
落
語
家
の
林
夏
丸
師
匠
を
招
き
、
お
月
見

と
落
語
と
の
コ
ラ
ボ
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
ど
ん
よ
り
し
た
曇
り
空
で
雨
も
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
夕
方
に
は
天
気
も
回
復
し
、

開
始
時
間
の
午
後
６
時
前
に
は
東
の
空
に
く
っ

き
り
と
月
が
顔
を
出
し
、
会
場
は
歓
声
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

　

落
語
会
で
は
軽
快
な
話
し
口
で
プ
ロ
級
の
演

歌
も
披
露
さ
れ
、
メ
イ
ン
の
演
目
の
「
茄
子
娘
」

と
と
も
に
会
場
は
拍
手
で
沸
い
て
い
ま
し
た
。

①②

③④⑤

①ー開通した新橋を渡る人々の様子。　②ーくす玉開披とテープカットの様子。　③ー「茄子娘」に会場は拍手喝采。
④ー福浦橋の真上に浮かんだ「中秋の名月」　⑤ー「ソーシャルディスタンスを取って鑑賞しました」　
⑥ー「レツルタワー」と「離宮庭園」。　⑦ー松島離宮前での開所式典。

　

10
月
１
日
に
観
瀾
亭
で
行
わ
れ
た
「
月

の
松
島
ｉ
ｎ
観
瀾
亭
」
に
お
い
て
、
松
島

湾
に
現
れ
た
月
の
道
を
収
め
た
１
枚
。

⑥⑦
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ス
ポ
ー
ツ
の
秋
！

町
内
幼
稚
園
で
運
動
会
が
開
催

芸
術
文
化
に
ふ
れ
る
秋

宮
城
県
巡
回
小
劇
場
・
落
語
鑑
賞

　

９
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
に
か
け
て
、
町
内

の
幼
稚
園
で
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
マ
ス
ク
や
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
着
用
し

た
ま
ま
競
技
を
す
る
な
ど
、
例
年
と
は
違
う
形

式
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

園
児
達
は
ダ
ン
ス
や
か
け
っ
こ
な
ど
で
練
習

の
成
果
を
披
露
し
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
我
が

子
の
頑
張
る
姿
に
熱
い
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。

　

９
月
29
日
、
令
和
２
年
度
宮
城
県
巡
回
小
劇

場
『
角
〜
い
じ
め
っ
こ
姫
の
物
語
』
が
松
島
第

一
小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

事
業
は
音
楽
や
演
劇
の
鑑
賞
を
通
し
て
芸
術
文

化
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
町
内
全

小
学
校
の
４
・
５
年
生
を
対
象
に
毎
年
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
密
を
避
け
る
た
め
、

第
一
小
学
校
が
対
象
と
な
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
演
劇
。
見
慣
れ
た
場
所
で

繰
り
広
げ
ら
れ
る
プ
ロ
の
舞
台
に
、
子
ど
も
た

ち
も
興
味
津
々
に
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

　

第
二
小
学
校
・
第
五
小
学
校
で
は
宮
城
県
巡

回
小
劇
場
に
代
え
て
落
語
の
鑑
賞
を
行
い
ま
し

た
。
太
神
楽
曲
芸
の
鑑
賞
や
出
囃
子
の
体
験
も

行
い
、
本
格
的
な
日
本
の
芸
を
各
学
校
で
楽
し

み
ま
し
た
。

②

③

①ーリズムに合わせてダンス♪（第五幼稚園）　②ーゴール！最後まで接戦でした！（第二幼稚園）
③ークラスで一致団結して頑張りました！（第一幼稚園）　④ーいつもの体育館が本格的な舞台に変身！(第一小学校)　
⑤ー落語の出囃子について説明を受けます(第二小学校)　⑥ー学校で寄席の雰囲気を味わいました！(第五小学校)

子ども達に訪れた秋

①

④

⑤

⑥
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町の人口
町の人口　　（）は前月比
９月１日現在　住民基本台帳

男　性
女　性
人口計
世帯数

６，６６４ 人  
７，０６５ 人  
１３，７２９ 人  
５，６６９世帯

（＋  １ 人  ）
（－１０ 人  ）
（－  ９ 人  ）
（－  １世帯）

寄　附　・　寄　贈
松島町へ寄贈
　医療法人友仁会　松島病院　様　　　　　　　　  布製マスク　５６０枚
松島町社会福祉協議会へ寄贈
　松島町交通安全母の会　様　　　　交通安全反射リストバンド　１００個
　　　　　　　　 （介護予防教室まつしま元気塾を利用している皆さんへ）
　鮱名　美代子　様 　　　　　　　　　　　　　　　　紙おむつ　１０袋
　匿　名　　　　　　　　　　　　　　　　フェイスタオル、バスタオル等

広報まつしまへの感想・ご意見をお寄せください
　日頃から広報まつしまをお読みいただき、あ
りがとうございます。
　広報まつしまへの率直な感想やご意見をお
寄せいただける方は、以下のメールアドレスま
でご連絡ください。
【メールアドレス】
matsushima_pr@town.matsushima.miyagi.jp ▲メール用QRコード

「すくすく１歳おめでとう」の掲載案内は誕生月の前々月末～前月上旬頃にお送りしています。ぜひご応募ください。
●問合先　企画調整課　☎３５４-５７０２

　

10
月
９
日
、
塩
釜
地
区
防
犯
功
労

者
等
表
彰
式
及
び
地
域
安
全
運
動
出

動
式
が
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
長
年
に
渡
り
功
績
の

あ
っ
た
防
犯
功
労
者
や
団
体
に
対
す

る
表
彰
式
で
は
本
町
か
ら
防
犯
功
労

者
３
名
及
び
防
犯
功
労
団
体
１
団
体

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【（
公
社
）宮
城
県
防
犯
協
会
連
合
会
及

び
宮
城
県
警
察
本
部
長
連
名
表
彰
】

○
防
犯
功
労
団
体

・
高
城
地
区
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

○
防
犯
功
労
者

・
松
島
海
岸
防
犯
指
導
隊　

　

安
井　

順　

様

【
塩
釜
地
区
防
犯
協
会
連
合
会
長
・
塩

釜
警
察
署
長
連
名
表
彰
】

○
防
犯
功
労
者

・
手
樽
地
区
防
犯
指
導
隊

　

土
井　

重
彦　

様

・
塩
釜
地
区
少
年
補
導
員
協
会

　

色
川　

浩
二　

様

塩
釜
地
区
防
犯
功
労
者
等
表
彰
式
及
び

地
域
安
全
運
動
出
動
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

ま
ち
の
話
題
ま
ち
の
話
題
で
掲
載
し
き
れ
な
い
イ
ベ
ン
ト
や

写
真
は
町
の
F
a
c
e
b
o
o
k
や
I
n
s
t
a
g
r
a
m
で
配
信
中
。

松島町
Facebook
公式アカウント

松島町
Instagram
公式アカウント

　

９
月
26
、
27
日
に
宮
城
郡
中
学
校
新
人
大
会

の
地
区
予
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

優
勝
【
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
出
場
】　

野
球
、
サ
ッ
カ
ー

リ
ー
グ
２
位　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子

　

ま
た
、
10
月
３
日
に
宮
城
郡
中
学
校
新
人
大

会
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

優
勝
【
県
大
会
出
場
】　
サ
ッ
カ
ー

準
優
勝　

野
球

県
大
会
出
場
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
！

ベ
ン
チ
に
戻
る
途
中
、
仲
間
と

笑
顔
で
ハ
イ
タ
ッ
チ

輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
！

中
学
校
の
新
人
大
会
の
結
果

地
域
安
全
運
動
出
動
式
の
様
子



決・算・報・告
　令和元年度決算が９月議会定例会で承認されました。一般会計では歳入歳出差引額から翌年度繰越額を
差し引いた実質収支が黒字でした。各特別会計も黒字決算、公営企業会計も安定した事業運営が持続でき
ており、各財政指標は良好な結果となっています。令和元年度決算の概要と財政状況をお知らせします。

　

特
別
会
計
は
、
町
が
特
定
の
事
業

を
行
う
場
合
、
そ
の
事
業
で
得
ら
れ

る
収
入
を
財
源
と
し
て
支
出
す
る
た

め
に
、
一
般
会
計
と
は
別
に
経
理
を

行
う
会
計
の
こ
と
で
す
。

　

令
和
元
年
度
は
す
べ
て
の
特
別
会

計
で
、
安
定
的
な
運
営
が
さ
れ
て
お

り
、
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

語句の説明？

一 般 会 計

歳入

特別会計決算

町税　　　　　　…町民の皆さんが町に収める税金。町民税、固定資産税、軽自動車税などがある。
地方交付税　　　…どの市町村でも一定の行政サービスを行えるように、国から交付されるお金。
繰入金　　　　　…一般会計、特別会計、基金の間で相互に運用を行うお金。　
諸収入　　　　　…町ホームページへの広告掲載料など、他の収入科目に含まれないお金。
町債　　　　　　…財政負担の平準化や世代間の負担の公平性などを図るため、国などから借りたお金。
県支出金　　　　…町が行う事業に対し、必要性に応じて県から交付されるお金。
国庫支出金　　　…町が行う事業に対し、必要性に応じて国から交付されるお金。
地方消費税交付金…地方消費税の一部が人口と従業員数で按分され県から交付されるお金。　
地方譲与税　　　…国税として徴収したお金を、国から一定の基準で交付されるお金。　
使用料及び手数料…町の施設の利用や特定の事務サービスを受ける場合にお支払いいただくお金。住民
　　　　　　　　　票の写しの交付手数料などがある。　
繰越金　　　　　…前年度の決算上、余ったお金。
分担金及び負担金…町の行う事業により利益を受ける方から、お支払いいただくお金。

特別会計名 歳入決算額 歳出決算額
17 億 8663 万 8485 円 

2 億 75万 928円

18億 2779 万 9791 円 

715 万 1430 円

9631 万 2875 円

1942 万 489円

26億 2540 万 5283 円 

18 億 6098 万 2194 円 

2 億 251万 3717 円

18億 5914 万 7763 円 

715 万 1430 円

1億 1125 万 5464 円

1951 万 3689 円

27億 9105 万 320円

国民健康保険

後期高齢者医療 

介護保険 

介護サービス 

観瀾亭等

松島区外区有財産

下水道事業
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町債
352,246,000円
（3.02％）

県支出金
331,512,211円
（2.84％）

地方消費税交付金
240,027,000円（2.06％）

使用料及び手数料
86,304,677円（0.74％）

地方譲与税
52,298,005円（0.45％）

繰越金
1,005,661,734円（8.62％）

分担金及び負担金
33,745,289円（0.29％）

その他
452,083,243円（3.87％）
自動車取得税交付金………………………8,294,904円（0.07％）
ゴルフ場利用税交付金……………………21,333,285円（0.18％）
国有提供施設等所在市町村助成交付金…19,885,000円（0.17％）
地方特例交付金……………………………42,059,000円（0.36％）
財産収入……………………………………8,544,510円（0.07％）
利子割交付金…………………………………801,000円（0.01％）
交通安全対策特別交付金…………………1,815,000円（0.02％）
配当割交付金………………………………3,830,000円（0.03％）
寄附金……………………………………341,035,544円（2.92％）
株式等譲渡所得割交付金…………………2,335,000円（0.02％）
環境性能割交付金…………………………2,150,000円（0.02％）

11,661,951,140円
（100％）

町税
1,652,751,135円
（14.17％）

地方交付税
3,178,773,000円
（27.26％）

繰入金
2,637,654,798円
（22.62％）

諸収入
207,020,302円
（1.78％）

国庫支出金
1,431,873,746円
（12.28％）

会　計　名 収　　入 支　　出

5 億 4360 万 1716 円

6億 8966 万 9295 円

     

     

     

6 億 999 万 9365 円

5億 8952 万 516円

     

    

水道事業
（収益的収入および支出）

水道事業
（資本的収入および支出）

    

　

企
業
会
計
は
地
方
公
営
企
業
法
の

適
用
を
受
け
て
経
営
し
て
い
る
会
計

の
こ
と
で
、
水
道
事
業
会
計
が
こ
れ

に
あ
た
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
は
す
べ
て
の
企
業
会

計
で
、
安
定
的
な
運
営
が
さ
れ
て
お

り
、
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

企業会計決算

一 般 会 計

歳出

民生費　　　…高齢者や障がい者、児童の福祉サービスの提供などに使われた費用。
総務費　　　…総務管理、企画調整、地域振興、税務事務などに使われた費用。
公債費　　　…町の借入金の返済に使われた費用。
土木費　　　…道路橋梁や公共施設の整備や維持管理などに使われた費用。
教育費　　　…小中学校などの管理運営や施設整備、生涯学習の推進などに使われた費用。
衛生費　　　…町民の健康増進やごみの処理などに使われた費用。
消防費　　　…地域の防災力の向上のほか、広域消防の負担金や消防団の運営にかかる費用。
商工費　　　…商工業や観光の振興などのお金。　
農林水産業費…農業、林業、畜産業の振興などに使われた費用。
議会費　　　…町議会運営のためのお金。議員報酬などがある。
労働費　　　…町の失業対策事業・公共事業の実施に必要なお金。　
災害復旧費　…大雨、暴風、地震などの災害により被災した施設を復旧するためのお金。

令和元年度決算報告

語句の説明？
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教育費
49,072 円

その他
（議会費など）

56,871 円

総務費
134,590 円

商工費
12,914 円

公債費
38,049 円

農林水産業費
30,459 円

土木費
202,858 円

消防費
20,419 円

衛生費
36,369 円

民生費
130,404 円

一般会計の
町民１人あたりの
総支出額は

公債費
525,848,031円（5.34％）

衛生費
502,627,441円（5.11％）

教育費
678,179,431円（6.89％）

消防費
282,195,724円（2.87％）

商工費
178,478,476円（1.81％）

農林水産業費
420,948,155円（4.28％）

議会費
114,820,398円（1.17％）

労働費
49,584,861円（0.50％）

災害復旧費
621,558,075円（6.32％）

9,839,974,624円
（100％）

民生費
1,802,194,507円
（18.32％）

総務費
1,860,035,962円
（18.90％）

土木費
2,803,503,563円
（28.49％）

( 人口 13,820 人、令和 2年 3月 31日現在 )

712,009 円

※

１
円
未
満
切
り
捨
て
で
表
記



健全化判断比率 ・ 資金不足比率

１.健全化判断比率

２. 資金不足比率

●各指標について

●各指標について

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
21.7%

28.7%

350.00%

7.9%

7.8%

25.00%

35.00%

   

ー

ー

20.00%

30.00%

ー

ー

15.00%

20.00%

   

健全化判断比率 

（参考：平成３０年度） 

早期健全化基準   

財政再生基準

    

財政の健全化を判断する指標の内容 一般家庭でのイメージ

　1世帯の1年間の収入と支出の結果で、
赤字か黒字かを判定します。
 

　生計をともにする世帯 (2世帯住宅等 )
で、1年間の収入と支出の結果で、赤字
か黒字かを判定します。

 
　生計をともにする世帯 (2世帯住宅等 )
で、1年間の支出のうち住宅取得や自動
車購入等の借入金があった場合に、その
返済等がどの位の割合であったかを判定
します。
 
　生計をともにする世帯 (2世帯住宅等 )
で、今後の住宅取得や自動車購入等の借
入金の返済見込額と、貯金の状況をもと
に将来の負担がどの位の割合なのかを判
定します。

　地方公共団体が、赤字か黒字かを判断
する指標です。黒字であれば「－」とな
ります。
 
　地方公共団体が、介護保険事業等の公
営事業会計や水道事業等の公営企業会計
を合わせて、赤字か黒字かを判断する指
標です。黒字であれば「－」となります。

　地方公共団体の年間の収入に対する借
入金の返済額を表す指標です。

　地方公共団体の将来支払うことになる
可能性のある負担等の現時点での程度を
示す指標です。 

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

 

将来負担比率

　令和元年度の「実質赤字比率」「連結実質赤字比率」はともに発生せず、「実質公債費比率」は７.９％、「将来負担比
率」は２１.７％となりました。いずれの指標も早期健全化基準を下回り、『健全段階である』という結果となりました。
また、全ての公営企業で資金不足額は発生せず、こちらも『健全段階である』という結果となりました。松島町では、
引き続き健全な財政運営に努めます。
※「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、地方公共団体は毎年度、実質的な赤字や将来負担などにかか
　る指標（健全化判断比率）と、公営企業ごとの資金不足率（資金不足比率）を議会に報告し、公表することとされ
　ています。

※「－」表示は実質赤字がないことを表しています。
◆健全化判断比率とは…
　財政の健全度を表すもの。財政状況に応じて「健全段階」、「財政の早期健全化」、「財政の再生」に区分される。
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令和元年度決算報告

　資金不足は、地方公共団体の実質赤字に相当するもので、公営企業の資金の不
足額が、事業規模に対してどの程度あるかを示すものです。資金不足がなければ
「－」となります。

資金不足比率

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準 経営健全化基準
ー

ー

ー

ー

ー

ー

観瀾亭等特別会計

下水道事業特別会計

水道事業特別会計

20.00%
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オンライン健康相談のまでの流れ

松島町オンライン健康相談をご利用ください

・予定の日時に、参加URLをクリックし、オンライン相談を行います

・「zoomクラウドミーティング」アプリをインストールします

・相談日時の調整後、健康づくり班より予約完了メールが届きます

・メールで必要事項を入力し下記までお申込みください
＜必要事項＞
・件名：オンライン健康相談希望
・本文：①相談者氏名　②生年月日　③電話番号　④相談希望日時
　　　 ⑤簡単な相談内容（例：健診結果、子どもの発達発育、離乳食について等）　
　　　 ⑥オンラインができる端末のメールアドレス

・健康づくり班より、オンライン相談専用のURLを添付したメール
　が届きます

◆内　　容　健康、栄養、歯科に関する悩みなどのオンライン健康相談
◆相談時間　平日　午前９ 時～午後４時（＊１回の相談時間は３０分程度）
◆対 象 者　松島町にお住まいでオンライン相談を希望する方
◆申込手順　メールに必要事項を入力し、下記の申し込み先に予約してください。
　　　　　　＊取り扱い等ご不明な点がありましたら、電話でご相談ください。

　松島町では、新型コロナウイルス感染症の影響で、外出を自粛している方などの専門相談窓口（オン
ライン健康相談）を設置します。お持ちのスマートフォンやタブレット、パソコンを使って、自宅から
でも画面を通してお互いの顔を見ながら相談ができます。お気軽にご相談ください。（＊通信料の負担
が発生します。Wi-Fi 環境での利用をお勧めします。）

【申込・問合先】
担当：健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）
☎３５５-０７０３　E-mail：kenkou.mado1@icloud.com

▲メール申込用

オンライン
相談スタート

専用URL
が届く

アプリ
インストール

予約完了
メール
が届く

申込み
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e-Tax（イータックス）で確定申告！

はじめてみませんか？「青色申告」

◆e-Tax とは…
　　「国税電子申告・納税システム」のことで、　自宅のパソコンやマイナンバーカード対応のスマートフォン
　からインターネットを利用して国税に関する申告や納税などの各種手続をすることができます。

◆e-Tax を利用するには…
　①e-Tax で確定申告書を提出（送信）する場合は、マイナンバーカードなどの電子証明書及び ICカードリ
　　ーダライタの準備が必要です。
　②マイナンバーカード及び ICカードリーダライタをお持ちでない方
　　　税務署の職員と対面による本人確認を行って発行された ID・パスワードのみでe-Tax で確定申告書を
　　提出（送信）することができます（ID・パスワード方式）。
　　※ID・パスワード方式は暫定的な措置です。
　　※マイナンバーカード対応のスマホをお持ちでない方も、ID・パスワード方式により e-Tax で申告書の
　　　提出（送信）ができます。

◆国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」について
　　確定申告書等作成コーナーでは、画面の案内に従って金額等を入力すれば申告書や決算書などを作成する
　ことができます。作成した申告書等は e-Tax で送信することができるほか、印刷して郵送等により提出す
　ることもできます。
　　なお、国税に関する情報や一般的なご質問がある場合は、国税庁ホームページをご覧いただくか、国税局
　「電話相談センター」へお尋ねください。

●問合先　塩釜税務署　☎３６２-２１５１
　※音声案内で『１番』を選択すると国税局電話相談センターに、『２番』を選択すると、塩釜税務署に繋がります。

　個人で事業所得や不動産所得のある方は、日々の取引を所定の帳簿に記載し、それに基づいて正しい申告を行
うことで、税金の面で様々な特典を受けることができる「青色申告」という制度があります。

【青色申告の主要な３つの特典】
①青色申告特別控除　　　 ・・・所得金額から最高６５万円を差し引くことができます。
②青色事業専従者給与　　・・・配偶者等に支払う給与を必要経費に算入することができます。
③純損失の繰越しと繰戻し ・・・赤字の所得金額を前年や翌年の所得金額から差し引くことができます。

　青色申告をするためには、青色申告をしようとする年の３月１５日までに「所得税の青色申告承認申請書」を
提出する必要があります。また、それぞれの特典の適用にあたっては、一定の要件があります。
　詳しくは、国税庁ホームページをご覧いただくか、利府松島商工会へお問合せください。
　※国税に関する情報や一般的なご相談は国税局「電話相談センター」をご利用ください。

●問合先
・塩釜税務署　☎３６２-２１５１
　※音声案内で『１番』を選択すると国税局電話相談センターに、
　　『２番』を選択すると、塩釜税務署に繋がります。
・利府松島商工会松島事務所　☎３５４-３４２２

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、e-Tax による確定申告をご検討ください。
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◆給与所得控除・公的年金等控除
　給与所得控除及び公的年金控除が一律１０万円引き下げられ、基礎控除へ振り替えられます。
◆基礎控除
　基礎控除が次の表のとおり改正され、合計所得金額が２,５００万円を超える所得者については、基礎控除の適用を
受けることができなくなります。

◆各種控除等を受けるための扶養親族等の合計所得金額要件等
　同一生計配偶者、扶養親族、源泉控除対象配偶者、配偶者特別控除の対象となる配偶者及び勤労学生の合計所得金
額要件がそれぞれ１０万円引き上げられ、次の表のとおり改正されます。

◆ひとり親控除及び寡婦（寡夫）控除
　未婚のひとり親に対する税制上の措置が追加されました。所得者がひとり親（寡夫を含む）である場合（次の要
件を満たす場合）にはひとり親控除として、その年分の総所得金額等から所得税で３５万円、町県民税で３０万円を
控除することができることになります。
　イ　生計を一にする子を有すること。　　
　ロ　合計所得金額が５００万円以下であること。
　ハ　事実上婚姻関係と同様の事情にあると認められる人がいないこと。
※子以外の扶養親族を持つ寡婦については、上記ロの条件が追加され、控除額は所得税で２７万円、町県民税で２６万円となります。
◆個人町県民税の非課税の範囲
　障害者、未成年者、寡婦、ひとり親に対する非課税措置の所得要件が１２５万円から１３５万円へ引き上げられます。
◆個人町県民税均等割非課税限度額
　基礎控除額が引き上げになったことに伴い、均等割非課税限度額が１０万円引き上げになり、３０万円から４０万
円になります。
　＊所得税に関する内容など、詳しくは国税庁ホームページをご覧ください。
●問合先　所得税に関すること　　　　塩釜税務署　　☎３６２-２１５１（代）
　　　　　個人町県民税に関すること　財務課税務班　☎３５４-５７０３

令和２年の収入分から所得税と個人町県民税の控除額等に改正があります。

改
正 所得税・個人町県民税

合　計　所　得　金　額 改　正　後
基　礎　控　除　額

改　正　前
所得税 町県民税
４８万円

３２万円

１６万円

適用なし

３８万円
(所得制限なし )

３３万円
(所得制限なし )

４３万円

２９万円

１５万円

２,４００万円以下

２,４００万円超、２,４５０万円以下

２,４５０万円超、２,５００万円以下

２,５００万円超

扶　養　親　族　等　の　区　分
改　正　後

合　計　所　得　金　額　要　件
改　正　前
３８万円以下

３８万円以下

８５万円以下

３８万円超、１２３万円以下

６５万円以下

４８万円以下

４８万円以下

９５万円以下

４８万円超、１３３万円以下

７５万円以下

同一生計配偶者

扶養親族

源泉控除対象配偶者

配偶者特別控除の対象となる配偶者

勤労学生
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認　知　症　を　知　ろ　う　②

　「松島町認知症ケアパス」には、相談窓口、認知症の症状、経過に合わせた支
援、医療機関、予防などが掲載されています。認知症について知りたい方、介護
をしている方、認知症を予防したい方など、ぜひご覧ください。

【悪い対応の例】 【望ましい対応の例】

★松島町認知症ケアパスは、町のホームページ（https://www.town.miyagi-matsushima.
　lg.jp/index.cfm/6,31316,16,114,html）に掲載しています。ホームページを
　見られない方は、下記までお問い合せください。
● 問合先　松島町健康長寿課高齢者支援班　☎３５５-０６７７

【松島町認知症ケアパス
（2020 年 8月改訂版）】

認知症の人への接し方　～②「財布どごやった !?」の巻～

「 認 知 症 ケ ア パ ス 」 と は？

▲ＨＰ用

　財布などを置き忘れて、「だれかに盗られた」と言うことがあります。疑われ
ると焦って否定したくなりますが、「いっしょに探しましょう。」と心当たりの
場所を一緒に探してみましょう。家族が見つけて手渡すのではなく、本人に見
つけてもらうような対応をすると良いです。
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【悪い対応の例】 【望ましい対応の例】

認知症の人への接し方　～①「ごはん食べてないよ」の巻～

認　知　症　を　知　ろ　う　①
　広報１０月号では、「認知症の種類と症状」「加齢によるもの忘れと認知症によるもの忘れの違い」等に
ついて紹介しました。また、松島町には認知症の人が９００人程度いることが推定されており、認知症は
だれにでもなり得るとても身近な病気であることをお伝えしました。
　今月号では「認知症を知ろう②」として、認知症の人への接し方についてご紹介します。

　食事したばかりなのに忘れてしまい、「食べてない」ということがあります。
　つい「さっき食べたでしょ。」と言いたくなりますが、否定せずに相手に話を合わせ、飲み物やお菓子
を出したり、違う話題に切り替えたりしてみましょう。



ロジャーのなんだりかんだり
グローバルアンバサダー編Vol.1

　元松島町国際交流員のロジャーさん（アメリカ合衆国コネチカット州出身）は、現在神奈川県に
拠点を移し、専門分野の環境保全活動に力を入れ、低炭素社会（二酸化炭素を減らすこと）に向け
た事業を推進し、日本と海外の環境ＮＧＯをサポートするお仕事をしています。
　今回は、持続可能な観光づくりをテーマに神奈川県逗子市の先進事例を紹介しています。英文で
ご覧になりたい方は、Facebook「Visit Matsushima」に掲載しています。（不定期更新）
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ナ
」

の
専
務
取
締
役
山
崎
さ
ん
と
お
話
し

す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
湘
南
エ

リ
ア
は
、
鎌
倉
と
江
ノ
島
が
含
ま
れ
、

東
京
か
ら
簡
単
に
日
帰
り
旅
行
が
で

き
る
場
所
で
す
。
こ
の
エ
リ
ア
か
ら

松
島
も
何
か
ひ
ら
め
き
を
得
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
私
は
持
続

可
能
な
観
光
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と

聞
い
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
「
リ
ビ
エ
ラ
逗
子
マ
リ
ー
ナ
」
に

は
、
マ
リ
ー
ナ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
会

員
制
ク
ラ
ブ
、
３
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

ば
か
り
の
新
し
いM

a
lib
u
 H
o
te
l

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
防
波
堤
に

埋
め
込
ま
れ
た
薄
膜
太
陽
光
パ
ネ
ル

や
電
気
自
動
車
の
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
導
入
な
ど

「
見
え
る
化
」
の
環
境
対
策
に
感
動

さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

小
さ
な
部
屋
が
11
室
あ
る
新
し
い

ホ
テ
ル
は
、
災
害
対
応
の
た
め
に
設

計
さ
れ
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
、
蓄
電
池
、

そ
し
て
電
気
自
動
車
の
バ
ッ
テ
リ
ー

が
建
物
の
一
部
に
電
力
を
供
給
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
停
電
時
は
、
照
明
や
携
帯
電
話
の

充
電
な
ど
に
活
用
で
き
、
宿
泊
者
と

地
元
住
民
の
避
難
所
と
し
て
ロ
ビ
ー

が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

彼
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
海
か
ら
の
恵

に
よ
り
成
り
立
つ
た
め
、
海
洋
生
態

系
に
対
し
て
も
献
身
的
な
サ
ポ
ー
ト

に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
湘
南
の

夏
は
、
サ
ー
フ
ィ
ン
、
ス
イ
ミ
ン
グ
、

広
い
砂
浜
で
の
休
息
な
ど
日
常
か
ら

離
れ
る
こ
と
を
求
め
て
観
光
客
が
訪

れ
ま
す
。

　

し
か
し
人
気
が
あ
る
一
方
で
、
海

岸
沿
い
の
渋
滞
に
問
題
が
あ
る
よ
う

で
す
。
そ
こ
で
、
彼
ら
は
こ
れ
に
対

処
す
る
た
め
、
新
た
な
交
通
手
段
と

な
り
う
る
「
水
上
タ
ク
シ
ー
」
の
導

入
に
向
け
て
新
し
い
海
路
の
開
発
を

支
援
し
て
い
ま
す
。
も
し
実
現
す
れ

ば
、
逗
子
か
ら
江
ノ
島
ま
で
、
電
車

で
１
時
間
か
か
る
と
こ
ろ
、
ボ
ー
ト

だ
と
わ
ず
か
15
分
で
到
着
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
山
崎
さ
ん
は
海
と
の
つ
な

が
り
を
も
た
な
い
人
々
に
向
け
て
、

海
の
愛
を
育
む
リ
ビ
エ
ラ
海
洋
塾
の

運
営
を
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
内
陸

部
の
学
生
達
を
歓
迎
し
、
海
洋
保
護

と
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
す
る
機

会
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
同
様
に
、

障
害
や
病
を
持
つ
子
供
た
ち
の
た
め

に
ヨ
ッ
ト
や
カ
ヌ
ー
な
ど
を
使
っ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

最
後
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
経
験

を
紹
介
し
ま
す
。
魅
力
的
な
ご
ち
そ

う
に
は
、
地
元
の
鎌
倉
野
菜
を
中
心

と
し
た
小
皿
料
理
、
し
ら
す
パ
ス
タ

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
は
持
続
可
能
性
を
追
求
す
る

立
場
と
し
て
、
毎
月
約
２
ト
ン
の
食

品
廃
棄
物
を
良
質
な
堆
肥
と
し
て
再

生
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
野
菜
の
有
機
栽

培
と
し
て
再
利
用
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
ま
た
、
海
洋
汚
染
を
減
ら
す
た

め
に
ス
ト
ロ
ー
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
、
食
物
連
鎖
か
ら
の
小
さ
な
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
入
り
込
む

の
を
防
ぐ
た
め
で
す
。

　

こ
の
会
社
で
は
、
神
奈
川
県
と
連

携
し
て
、「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」

（S
D
G
s

）
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

松
島
町
も
、
こ
れ
ら
の
目
標
を
導
入

し
、
東
北
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
持
続

可
能
な
漁
業
、
農
業
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

観
光
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
で
す
。

▲防波堤にある薄いフィルムの太陽光パネル

▲太陽光パネルが設置されたホテル

▲電気自動車の電気を施設の電力として活用で
　 きる装置を日本の宿泊施設で初めて導入した
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お
知
ら
せ

年
末
調
整
等
説
明
会　

開
催
中
止

　

例
年
実
施
し
て
い
た
年
末
調
整
等
説
明
会
は
、
開

催
を
中
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

【
連
絡
事
項
】

①
昨
年
の
年
末
調
整
と
の
変
更
点

「
給
与
所
得
控
除
」、
「
基
礎
控
除
」、
「
寡
婦
控
除
」

の
改
正
、「
所
得
金
額
調
整
控
除
」、
「
ひ
と
り
親
控

除
」
の
創
設
や
新
た
な
申
告
書
が
設
け
ら
れ
る
点

②
年
末
調
整
関
係
の
用
紙
に
つ
い
て

「
扶
養
控
除
等
申
告
書
」
や
「
保
険
料
控
除
申
告
書
」

な
ど
の
控
除
申
告
書
や
法
定
調
書
の
用
紙
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

塩
釜
税
務
署　

法
人
課
税
第
一
部
門

　
　
　
　

 

（
源
泉
所
得
税
担
当
）
☎
３
６
２
‐
２
１
５
３

i

令
和
３
年
度
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
が

減
免
と
な
り
ま
す
（
中
小
企
業
向
け
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
事
業
収

入
が
減
少
し
て
い
る
中
小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者

に
対
し
て
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
減
免
を
行

い
ま
す
。

　

減
免
の
対
象
と
な
る
に
は
、
認
定
経
営
革
新
等
支

援
機
関
等
（
税
理
士
、
会
計
士
、
金
融
機
関
、
商
工

会
な
ど
）
か
ら
確
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
お
近
く
の
税
理
士
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
軽
減
対
象
】

・
事
業
用
家
屋
及
び
設
備
等
の
償
却
資
産
に
対
す
る

　

固
定
資
産
税

・
事
業
用
家
屋
に
対
す
る
都
市
計
画
税

【
申
請
期
間
】

　

令
和
３
年
１
月
４
日
㊊
〜
令
和
３
年
２
月
１
日
㊊

 

（
期
限
厳
守
）

●
申
請
書
提
出
先

　

松
島
町
財
務
課
税
務
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
３

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
、
可

　

能
な
限
り
郵
送
で
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

　

中
小
企
業　

固
定
資
産
税
等
の
軽
減
相
談
窓
口

　

☎
０
５
７
０
‐
０
７
７
３
２
２

　

平
日　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

i
11
月
の
「
祝
日
」
は
ご
み
収
集

を
行
い
ま
せ
ん

　

11
月
「
祝
日
」
の
家
庭
系
ご
み
収
集
は
、
通
常
の

祝
日
と
な
る
の
た
め
、
家
庭
系
ゴ
ミ
収
集
は
休
み
に

な
り
ま
す
。

●
家
庭
系
ご
み
収
集
が
休
み
と
な
る
日

　

・
11
月
３
日
㊋　

※
文
化
の
日

　

・
11
月
23
日
㊊　

※
勤
労
感
謝
の
日

※
訂
正

　

広
報
ま
つ
し
ま
10
月
号
で
、
11
月
23
日
㊊
の
「
勤

　

労
感
謝
の
日
」
に
松
島
区
・
磯
崎
区
・
手
樽
区
の

i

各
種
保
険
税（
料
）の
減
免
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維
持
者
の
収
入
減
少
が
見
込

ま
れ
る
世
帯
の
方
を
対
象
に
各
種
保
険
税
（
料
）
の

減
免
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
令
和
２
年
２
月
１
日

か
ら
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
が
納
期
限
の
次
の
保

険
税
（
料
）
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

・
国
民
健
康
保
険
税

　

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

・
介
護
保
険
第
一
号
保
険
料

　

詳
細
は
今
月
号
と
同
時
配
布
の
「
広
報
ま
つ
し
ま

別
冊 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る

各
種
支
援
事
業
（
第
５
版
）
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

　

・
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
つ
い
て

　
　

財
務
課
税
務
班

　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
３

　

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て

　
　

町
民
福
祉
課
町
民
サ
ー
ビ
ス
班

　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
５

　

・
介
護
保
険
第
一
号
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て

　
　

健
康
長
寿
課
高
齢
者
支
援
班

　
　

☎
３
５
５
‐
０
６
７
７

i

本記事関連ページ用
（町HP内）

支援制度関連ページ用
（町HP内）

第
72
回
松
島
町
成
人
式

　

第
72
回
松
島
町
成
人
式
の
開
催
に
あ
た
り
、
令
和

２
年
７
月
１
日
現
在
で
松
島
町
に
住
民
登
録
を
し
て

い
る
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
12
月
上
旬
に
案
内
状
を
お

送
り
し
ま
す
。

　

現
在
、
町
外
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
、
今
後

転
出
を
予
定
し
て
い
る
方
で
松
島
町
の
成
人
式
に
出

席
を
希
望
す
る
新
成
人
の
方
は
、
案
内
状
を
送
付
し

ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日　

令
和
３
年
１
月
10
日
㊐

●
対　

象　

平
成
12
年
４
月
２
日
〜

　
　
　
　
　

平
成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

●
そ
の
他　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

　
　
　
　
　

止
の
観
点
か
ら
、
内
容
や
規
模
を
縮
少

　
　
　
　
　

し
て
開
催
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
　
　
　
　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

  

（
ア
ト
レ
・
る
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
（
文
化
観
光
交
流
館
）
内
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
３
‐
３
０
３
０

i

　

臨
時
収
集
の
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
て
お
り
ま
し
た

　

が
、
当
該
日
は
移
動
祝
日
で
は
な
い
た
め
祝
日
収

　

集
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

         

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

 

町
営
住
宅　

入
居
者
募
集

●
募
集
住
宅　

高
城
町
営
住
宅　

３
戸

●
所
在
地　

松
島
町
高
城
字
水
溜
下
地
内

　

・
２
Ｄ
Ｋ　

１
１
５
号　

（
１
号
棟
１
階
）

　

・
４
Ｋ　
　

１
３
６
号　

（
１
号
棟
３
階
）

　

・
３
Ｄ
Ｋ　

２
３
３
号　

（
２
号
棟
３
階
）

●
入
居
時
家
賃

　

・
１
１
５
号　

１
２
，８
０
０
円
〜
２
５
，１
０
０
円

　

・
１
３
６
号　

１
８
，６
０
０
円
〜
３
６
，６
０
０
円

　

・
２
３
３
号　

１
５
，５
０
０
円
〜
３
０
，４
０
０
円

●
入
居
申
込
資
格

　

次
の
①
か
ら
⑥
ま
で
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方

　

①
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
。

　

②
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ

　
　

と
。
（
60
歳
未
満
の
方
の
単
身
入
居
原
則
不
可
）

　

③
月
の
世
帯
月
収
が
基
準
以
内
で
あ
る
こ
と

　
　

・
一
般
申
込
者　

１
５
８
，０
０
０
円
以
下

　
　

・
高
齢
者
（
60
歳
以
上
）
の
み
の
世
帯
、
障
が

　
　
　

い
者
ま
た
は
小
学
校
就
学
前
の
子
が
居
る
世

　
　
　

帯　

２
１
４
，０
０
０
円
以
下

　

④
入
居
者
及
び
同
居
者
が
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と
。

　

⑤
入
居
者
（
②
を
含
む
）
が
町
民
税
を
滞
納
し
て

　
　

い
な
い
こ
と

　

⑥
松
島
町
に
在
住
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
松
島
町

　
　

に
在
住
し
た
こ
と
が
あ
る
方

●
申
込
方
法　

　

11
月
13
日
㊎
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
建
設
課
管
理

　

班
窓
口
で
申
込
書
に
記
入
い
た
だ
き
、
必
要
書
類

　

と
あ
わ
せ
て
申
込
み
と
な
り
ま
す
。

　

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

建
設
課
管
理
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
５

募
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11
月
５
日
は
「
松
島
町
防
災
の
日
」

　

防
災
マ
ッ
プ
や
非
常
持
ち
出
し
袋
の
準
備
、
消
火

器
の
使
用
期
限
の
確
認
な
ど
、
各
家
庭
で
災
害
へ
の

備
え
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

i
観
瀾
亭
・
松
島
博
物
館

企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す

　

11
月
19
日
㊍
ま
で
企
画
展
「
世
界
で
最
も
美
し
い

湾
ク
ラ
ブ
パ
ネ
ル
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
国
内

湾
連
携
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
ク
ラ
ブ
に
加
盟
す
る
日
本

の
湾
を
中
心
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
映
像
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
松
島
湾
の
ア
マ
モ
再
生
活
動
の
様
子
を
放
映

し
て
い
ま
す
。

　

11
月
21
日
㊏
か
ら
は
、
松
尾
芭
蕉
に
ゆ
か
り
の
あ

る
内
容
を
展
示
す
る
予
定
で
す
。

　

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●
場　

所　

観
瀾
亭
・
松
島
博
物
館

●
時　

間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

●
入
場
料　

大　

人　
　
　

２
０
０
円

　
　
　
　
　

高
・
大
学
生　

１
５
０
円

　
　
　
　
　

小
・
中
学
生　

１
０
０
円

●
問
合
先　

産
業
観
光
課
観
光
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
８

第
66
回
松
島
芭
蕉
祭
並
び
に

全
国
俳
句
大
会
の

開
催
方
法
変
更
に
つ
い
て

　

11
月
８
日
㊐
に
「
第
66
回
松
島
芭
蕉
祭
並
び
に
全

国
俳
句
大
会
」
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ま
ん
延
防
止
と
、
来

場
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
健
康
と
安
全
を
最
優
先
に
考
慮

し
、
次
の
と
お
り
開
催
方
法
を
変
更
し
ま
す
。

●
芭
蕉
祭　

瑞
巌
寺
で
の
開
催
を
中
止
と
し
、
俳
聖

　

松
尾
芭
蕉
の
供
養
を
営
み
ま
す
。
一
般
の
参
列
や

　

見
学
な
ど
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
俳
句
大
会　

松
島
町
文
化
観
光
交
流
館
で
の
開
催

　

を
中
止
し
ま
す
。
ま
た
、
「
嘱
目
の
部
（
当
日
投

　

句
）
」
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
発
表
方
法　

応
募
作
品
は
実
施
要
項
ど
お
り
選
者

　

に
よ
る
選
句
を
行
い
、
各
賞
お
よ
び
応
募
句
集
・

　

入
選
句
集
を
後
日
送
付
し
ま
す
。
入
選
作
品
に
つ

　

い
て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
も
掲
載
し
ま
す
。

●
問
合
先　

宮
城
県
俳
句
協
会
芭
蕉
祭
事
務
局　

坂
内

　
　
　
　
　

☎
３
９
２
‐
２
４
５
９

ク
イ
ー
ン
ズ
駅
伝
ｉ
ｎ
宮
城

第
40
回
全
日
本
実
業
団
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

　

実
業
団
女
子
の
日
本
一
を
決
め
る
駅
伝
競
走
大
会

が
今
年
も
宮
城
県
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

選
手
は
、
ア
ト
レ
・
る
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
（
文
化
観
光
交

流
館
）
前
を
ス
タ
ー
ト
し
、
仙
台
市
陸
上
競
技
場
ま

で
の
４
２
，１
９
５
㎞
を
襷
を
つ
な
い
で
走
り
ま
す
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
沿
道
で
の
観
戦
は
自
粛
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
は
、
コ
ー
ス
周
辺
で
交
通
規
制
が
行

わ
れ
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
大
会
が
中
止
と
な
る
場
合

　

も
あ
り
ま
す
。

●
開
催
日
時　

11
月
22
日
㊐

●
交
通
規
制　

午
前
11
時
〜
午
後
０
時
45
分
（
予
定
）

●
問
合
先　

宮
城
県
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
推
進
課

　
　
　
　
　

☎
７
０
６
‐
７
１
１
７

●
主　

催　

日
本
実
業
団
陸
上
競
技
連
合　

　
　
　
　
　

☎
０
３
‐
６
２
６
８
‐
０
２
１
８

松
島
湾
三
町
文
化
財
展

七
ヶ
浜
会
場
で
開
催
中

　

松
島
湾
を
囲
む
七
ヶ
浜
町
・
利
府
町
・
松
島
町
が

共
同
で
開
催
し
て
い
る
松
島
湾
三
町
文
化
財
展
が
、

七
ヶ
浜
会
場
で
開
催
中
で
す
。

　

松
島
町
の
文
化
財
を
出
張
展
示
し
て
い
ま
す
の
で

利
府
町
の
文
化
財
や
会
場
の
展
示
と
合
わ
せ
て
ぜ
ひ

ご
覧
下
さ
い
。

●
10
月
９
日
㊎
〜
12
月
29
日
㊐

●
場　

所　

七
ヶ
浜
町
歴
史
資
料
館

　
　
　
　

 

（
宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
境
山
二
丁
目
1
番
12
号
）

●
入
館
料　

無
料

●
開
館
時
間　

９
時
〜
16
時

●
休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
、
そ
の
翌
日
）

●
問
合
先　

生
涯
学
習
班　

３
５
４
‐
５
７
１
４

  

「
瑞
巌
寺
実
地
講
演
会
」

参
加
者
募
集

●
日　

時　

11
月
14
日
㊏

　

・
集
合　

午
後
１
時
30
分

　

・
集
合
場
所　

入
館
料
販
売
所

※
瑞
巌
寺
入
館
料
販
売
所
前
に
て
、
各
自
入
館
料

 

（
７
０
０
円
）
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。
各
自
、
自

　

由
に
境
内
並
び
に
館
内
見
学
を
済
ま
せ
て
く
だ

　

さ
い
。

　

・
実
地
研
修　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

※
瑞
巌
寺
本
堂
他
で
行
い
ま
す
。

●
演　

題

  

「
こ
れ
か
ら
の
国
宝
・
瑞
巌
寺　

ー
平
成
の
大

　

修
理
を
終
え
て
ー
」

　

講
師　

瑞
巌
寺　

学
芸
課
長　

新
野　

一
浩　

氏

●
定　

員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
中
の

　
　
　
　
　

た
め
、
先
着
25
名
限
定
と
し
ま
す
。

●
主　

催　

お
く
の
細
道
松
島
海
道

●
申
込
先　

京
野　

英
一　

　
　
　
　
　

☎
０
９
０
‐
８
９
２
３
‐
１
２
７
１

松
島
名
物

か
き
丼
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し
ま
す

　

松
島
の
家
庭
で
昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
た
地
元
の

ど
ん
ぶ
り
「
か
き
丼
」
を
、
町
内
の
飲
食
店
で
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
各
店
舖
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ど
ん

ぶ
り
を
食
べ
比
べ
て
、
お
気
に
入
り
を
見
つ
け
て
み

ま
せ
ん
か
？

●
期　

間　

11
月
〜
令
和
３
年
３
月

※
カ
キ
の
仕
入
れ
状
況
に
よ
り
、
各
店
舗
の
開
始
終

　

了
時
期
が
異
な
り
ま
す
。 

●
場　

所　

町
内
外
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
各
店
舗 

●
問
合
先　

松
島
観
光
協
会　

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
２
６
１
８

五
大
堂
で

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

●
日　

時　

11
月
12
日
㊍
〜
11
月
23
日
㊊

　
　
　
　
　

午
後
５
時
〜
午
後
９
時

●
場　

所　

五
大
堂
・
県
立
自
然
公
園
松
島
周
辺

●
問
合
先　

松
島
観
光
協
会　

　
　
　
　
　

☎
３
５
４‐

２
６
１
８

瑞
巌
寺
杉
道
市
を
開
催
し
ま
す

さ
ん
ど
う
い
ち

　

瑞
巌
寺
杉
道
市
と
は
、
瑞
巌
寺
参
道
を
会
場
に
、

政
宗
公
の
祥
月
命
日
・
延
命
地
蔵
の
縁
日
で
あ
る
毎

月
24
日
の
直
近
の
日
曜
日
に
開
催
す
る
手
づ
く
り
市

で
す
。
県
内
の
乾
物
・
野
菜
の
生
産
者
や
雑
貨
制
作

者
を
中
心
に
10
数
店
舗
出
店
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
最
後
と
な
る
杉
道
市
へ
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
（
冬
季
12
月
〜
２
月
は
お
休
み
と
な
り
ま
す
。
）

● 

日　

時　

11
月
22
日
㊐　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

● 

場　

所　

瑞
巌
寺
前
道
路

● 

そ
の
他　

詳
細
は
公
式F

a
c
e
b
o
o
k

ペ
ー
ジ
を

　

 　
　
　
　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

 　
　
　
　

U
P
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w
w
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c
e
b
o
o
k.
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身
近
な
相
談
役
で
あ
る

民
生
委
員
児
童
委
員
の

皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す

　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
地
域
を
見
守
り
、
地
域

住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
、
専
門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ

役
で
す
。

　

相
談
を
受
け
る
際
に
は
相
談
者
の
人
権
を
尊
重
し
、

内
容
や
個
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

11
月
号
で
は
根
廻
区
、
初
原
区
、
桜
渡
戸
区
の
委

員
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
福
祉
班　

　
　
　
　
　

☎
３
５
４‐

５
７
０
６

●根廻全域
片倉　弘美さん

●初原３・４
石川　信行さん

●初原１・２
小野　眞吾さん

●桜渡戸全域
桜井　豊一さん

戦
没
者
等
の

遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金

●
支
給
対
象
者

　

令
和
２
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）
時
点
で
、「
恩

　

給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没

　

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を
受
け

　

る
方
（
戦
没
者
の
妻
や
父
母
）
が
い
な
い
場
合
に
、

　

ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
支
給
内
容　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

●
請
求
期
間　

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

●
請
求
窓
口　

松
島
町
役
場
町
民
福
祉
課
福
祉
班

●
留
意
事
項　

特
別
弔
慰
金
は
、
ご
遺
族
を
代
表
す

　

る
お
一
人
が
受
け
取
る
も
の
で
す
。
ご
遺
族
間
の

　

調
整
は
、
記
入
国
債
を
受
け
取
っ
た
方
が
責
任
を

　

持
っ
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
福
祉
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
６

新
し
い
教
育
委
員
を

ご
紹
介
し
ま
す

　

10
月
１
日
付
け
で
、
佐
藤
晴
子
さ
ん
が
新
し
く
松

島
町
教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
現
教

育
委
員
の
鈴
木
康
夫
さ
ん
も
継
続
し
て
松
島
町
教
育

委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
お
二
人
の
任
期
は
令
和

６
年
９
月
30
日 

ま
で
で
す
。

　

教
育
委
員
と
し
て
松
島
の
学
校
教
育
並
び
に
社
会

教
育
、
そ
の
他
の
教
育
、
学
術
及
び
文
化
に
つ
い
て

関
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
問
合
先　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
３

災
害
援
護
資
金
を

償
還
（
返
済
）
さ
れ
る
方
へ

　

年
に
１
回
、
住
所
等
を
確
認
す
る
た
め
の
「
現
況

届
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
回
答
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
等
の
災
害
時
に
貸
付
し
た

援
護
資
金
に
つ
い
て
、
償
還
（
返
済
）
が
困
難
な
方

を
対
象
に
、
役
場
１
階
の
町
民
福
祉
課
福
祉
班
で
納

付
相
談
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
滞
納
し
た
ま
ま
連

絡
も
な
く
放
置
さ
れ
ま
す
と
、
法
に
基
づ
い
た
処
分

を
執
行
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
の
で
必
ず
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
福
祉
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
６

医
療
費
助
成
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
へ

〜
変
更
が
あ
る
場
合
は
手
続
き
を
お
早
め
に
！
〜

　
「
子
ど
も
医
療
費
」、「
母
子
父
子
家
庭
医
療
費
」、

「
障
害
者
医
療
費
」
の
更
新
申
請
書
を
提
出
さ
れ
た

方
に
は
助
成
受
給
者
証
を
９
月
下
旬
に
送
付
し
て
い

ま
す
。
加
入
保
険
や
口
座
の
変
更
な
ど
が
あ
る
場
合

は
町
民
福
祉
課
窓
口
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
で
他
市
町
村
に

住
所
を
有
し
て
い
た
方
は
、
令
和
２
年
度
の
所
得
証

明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
「
母
子
父
子
家

庭
医
療
費
」
と
「
障
害
者
医
療
費
」
の
助
成
制
度
に

つ
い
て
は
、
所
得
制
限
に
よ
り
助
成
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
】

通
院
・
入
院
：
18
歳
到
達
の
年
度
末
ま
で

【
母
子
父
子
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
】

児
童
が
18
歳
到
達
の
年
度
末
を
迎
え
る
ま
で
の
母
子
・
父
子
家
庭

【
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
】

身
体
障
害
者
手
帳
１
、
２
級
お
よ
び
内
部
障
害
（
心

臓
・
肝
臓
な
ど
）
の
３
級
所
持
者
、
療
育
手
帳
Ａ
所

持
者
、
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
福
祉
班　

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
６

東
日
本
大
震
災
災
害
義
援
金
の
支
給

　

東
日
本
大
震
災
災
害
義
援
金
の
支
給
が
次
の
と
お

り
決
定
し
、
該
当
す
る
方
に
は
10
月
15
日
に
ご
指
定

の
口
座
へ
振
込
み
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

●
支
給
金
額

【
義
援
金
受
付
団
体
分
（
第
12
次
）
】

　

死
亡
・
行
方
不
明
：
５
，０
０
０
円

　

全
壊
：
５
，０
０
０
円

　

大
規
模
半
壊
：
３
，０
０
０
円

※
該
当
す
る
方
：
日
本
赤
十
字
社
、
中
央
共
同
募
金

　

会
、
日
本
放
送
協
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
厚
生
文
化
事
業
団

　

の
義
援
金
受
付
で
受
け
付
け
さ
れ
た
方

【
宮
城
県
災
害
対
策
本
部
分
（
第
11
次
）
】

　

津
波
浸
水
区
域
内
（
全
壊
）
：
１
，０
０
０
円

　

津
波
浸
水
区
域
内
（
大
規
模
半
壊
）
：
１
，０
０
０
円

※
該
当
す
る
方
：
宮
城
県
災
害
対
策
本
部
の
義
援
金

　

受
付
で
受
け
付
け
さ
れ
た
方

受
給
者
が
変
わ
る
場
合
や
口
座
を
変
更
し
た
い
方
は

「
変
更
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
福
祉
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
６

 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼

高
齢
受
給
者
証
の
交
付
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
今
月
70
歳
に
な
る
方

（
昭
和
25
年
10
月
２
日
〜
昭
和
25
年
11
月
１
日
生
ま

れ
）
へ
、
高
齢
受
給
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ
た
国
民

健
康
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
に
つ
い
て
は
、

有
効
期
限
が
過
ぎ
ま
し
た
ら
各
自
破
棄
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
発
送
日　

11
月
19
日
㊍

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
町
民
サ
ー
ビ
ス
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
５

リ
ラ
ッ
ク
ス
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

　

簡
単
な
柔
軟
体
操
で
す
。
自
粛
疲
れ
の
体
を
ご
自

身
の
ペ
ー
ス
で
少
し
ず
つ
動
か
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

参
加
の
際
は
感
染
症
対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
日　

時　

第
２
・
４
㊌　

午
前
10
時
30
分
〜   

●
場　

所　

ア
ト
レ
・
る
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ

　
　
　
　

 

（
文
化
観
光
交
流
館
）
２
階　

ク
ラ
ブ
室

●
会　

費　

１
回
１
，０
０
０
円 

（
初
回
体
験
無
料
）

●
問
合
先　

桃
井 

☎
０
９
０
‐
５
０
６
６
‐
０
４
６
９

佐藤晴子さん
(新任)

鈴木康夫さん
(継続)

15
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高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同

時
流
行
を
防
ぐ
た
め
、
今
年
度
特
別
措
置
と
し
て
高

齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
費
用
を
全
額
助

成
し
ま
す
。

●
助
成
期
間　

10
月
１
日
〜
令
和
３
年
１
月
31
日

●
対　

象　

次
の
①
②
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　

①
接
種
時
に
満
65
歳
以
上
の
方

　

②
接
種
時
に
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
、

　
　

腎
臓
、
呼
吸
器
、
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

　
　

ル
ス
に
よ
り
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
著
し
く

　
　

困
難
な
方
（
概
ね
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
に

　
　

相
当
）。

　

※
②
の
方
は
申
請
時
に
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し

　
　

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
助
成
回
数　

対
象
者
一
人
に
つ
き
１
回

　

対
象
と
な
る
方
で
助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先

　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

  

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

歯
周
病
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

歯
周
病
は
、
歯
を
支
え
て
い
る
組
織
が
破
壊
さ
れ

て
し
ま
う
病
気
で
す
。
ま
た
、
歯
周
病
菌
が
血
管
内

に
入
る
と
、
心
臓
や
脳
な
ど
に
様
々
な
病
気
を
生
じ

る
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

検
診
を
受
け
、
自
身
の
口
の
状
態
を
知
り
、
歯
周
病

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

●
対　

象　

今
年
度
40
歳
、
50
歳
、
60
歳
、
70
歳
を
迎
え
る
方

●
受
診
可
能
な
期
間　

９
月
１
日
〜
11
月
30
日

●
申　

込　

　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班
（
左
記
問
合
先
）

●
受　

診　

　

受
診
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
指
定
医
療
機
関

　

に
予
約

●
自
己
負
担
金　

１
，０
０
０
円

●
検
診
内
容　

　

歯
の
状
況
検
査
、
歯
周
組
織
検
査
な
ど

　

＊
こ
の
検
診
に
は
治
療
行
為
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

●
申
込
・
問
合
先　

　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

  

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

 

〜
い
い
歯
デ
ー
〜

歯
科
健
康
テ
レ
ホ
ン
相
談
を
実
施
し
ま
す

　

歯
と
お
口
に
つ
い
て
不
安
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
歯
に
関
す
る
悩
み
ご
と
や
質
問
に
、
歯
科
医
師

が
電
話
で
お
答
え
し
ま
す
。

●
受
付
日
時　

11
月
９
日
㊊　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
相
談
方
法　

右
記
受
付
時
間
内
に
、
相
談
内
容
の

　

概
略
を
電
話
で
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
３
日
以
内
に

　

歯
科
医
師
が
折
り
返
し
電
話
を
し
、
相
談
者
に
お

　

答
え
し
ま
す
。

●
問
合
先　

宮
城
県
保
険
医
協
会　

　
　
　
　
　

☎
２
６
５
‐
１
６
６
７

自
立
支
援
医
療
費
（
精
神
通
院
）
・

精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
申
請
手
続
き

　

自
立
支
援
医
療
費
（
精
神
通
院
）
・
精
神
保
健
福

祉
手
帳
の
申
請
手
続
き
（
新
規
・
更
新
）
に
来
ら
れ

る
方
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
書
類
と
、
運
転
免

　

許
証
な
ど
の
身
元
確
認
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　

  

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

障
害
者
検
診
の
ご
案
内

　

運
動
機
能
（
筋
力
、
関
節
の
動
き
な
ど
）
を
評
価

し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
医
に
よ
る
医
療

相
談
を
実
施
し
ま
す
。

●
対　

象　

次
の
条
件
全
て
に
該
当
す
る
方

　

□
身
体
障
害
者
手
帳
（
肢
体
不
自
由
）
を
お
持
ち
の
方

　

□
18
歳
以
上
の
方

　

□
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
方

　

□
病
院
・
施
設
等
で
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
て
い
な
い
方

●
実
施
日

　

①
：
11
月
11
日
㊌

　

②
：
11
月
25
日
㊌

　

③
：
12
月
２
日
㊌

●
会　

場

　

①
：
大
崎
合
同
庁
舎

　

②
・
③
：
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー

　

※
予
約
制
・
各
先
着
５
名

●
費　

用　

無
料

●
問
合
・
申
込
先

　

宮
城
県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
８
４
‐
３
５
９
２

 

高
次
脳
機
能
障
害
者
の

家
族
交
流
会
を
開
催
し
ま
す

　

高
次
脳
機
能
障
害
者
と
の
生
活
の
中
で
心
が
け
て

い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
集
ま
っ
て
話
し
合
い
、

情
報
交
換
を
し
ま
せ
ん
か
？

●
日　

時　

11
月
16
日
㊊

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

●
場　

所　

塩
釜
保
健
所

●
対　

象　

高
次
脳
機
能
障
害
者
の
家
族

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
期
限　

11
月
９
日
㊊

●
問
合
先

　

仙
台
保
健
福
祉
事
務
所　

母
子
・
障
害
第
二
班

　

☎
３
６
５
‐
３
１
５
３

松
島
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
の

11
月
の
活
動
内
容

 

１・
日　

時　

11
月
９
日
㊊　

午
前
10
時
〜
正
午

・
集
合
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り 

・
行
き
先　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
周
辺

 

２・
日　

時　

11
月
17
日
㊋　

午
前
10
時
〜
正
午

・
集
合
場
所　

ア
ト
レ
・
る
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
（
文
化
観
光
交
流
館
）

・
行
き
先　

松
島
森
林
巡
り 

 

３・
日　

時　

11
月
26
日
㊍　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

・
集
合
場
所　

 

愛
宕
駅

・
行
き
先　

愛
宕
駅
〜
松
島
大
郷
IC
周
辺

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

飲
み
物
な
ど
（ 

３ 

は
昼
食
持
参
）

●
そ
の
他　

雨
天
時
は
中
止
で
す
。

●
連
絡
先　

土
井　

☎
３
５
３
‐
２
１
１
７

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
お
問
い
合
せ

　

く
だ
さ
い
。療

養
型
施
設

「
介
護
医
療
院
」
の
ご
紹
介

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
松
島
病
院
１
病
棟
（
45
床
）

が
療
養
型
施
設
「
介
護
医
療
院
」
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。

　

介
護
医
療
院
は
病
院
で
は
な
く
療
養
施
設
で
あ
る

た
め
、
長
期
に
わ
た
る
療
養
に
対
応
し
、
療
養
上
の

管
理
、
看
護
、
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
及

び
機
能
訓
練
そ
の
他
必
要
な
医
療
並
び
に
日
常
生
活

上
の
お
世
話
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

介
護
医
療
院
は
、
明
る
く
家
庭
的
な
雰
囲
気
を
心

が
け
、
入
所
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
や
地
域
と
の

結
び
つ
き
を
大
切
に
し
た
運
営
を
行
い
、
長
期
に
わ

た
り
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

●
問
合
先　

松
島
病
院　

地
域
連
携
室

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
８
１
１
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自
衛
官
募
集

自
衛
官
候
補
生

●
応
募
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満

●
受
付
期
間　

11
月
13
日
㊎
ま
で

●
試
験
日　

11
月
21
日
㊏
ま
た
は
22
日
㊐

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

●
応
募
資
格

  

【
推
薦
】
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

　
　

□
男
子

　
　

□
17
歳
未
満

　
　

□
中
卒
（
見
込
含
）
で
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会

　
　
　

活
動
等
に
顕
著
な
実
績
を
修
め
、
学
校
長
が

　
　
　

推
薦
で
き
る
方

  

【
一
般
】
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

　
　

□
男
子

　
　

□
17
歳
未
満
の
方

　
　

□
中
卒
（
見
込
含
）

●
受
付
期
間

  

「
推
薦
」
11
月
１
日
㊐
〜
30
日
㊊

  

「
一
般
」
11
月
１
日
㊐
〜
令
和
３
年
１
月
６
日
㊌

●
試
験
日

  

「
推
薦
」
令
和
３
年
１
月
10
日
㊐
ま
た
は
11
日
㊊

　

 

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す

  

「
一
般
」
一
次
試
験
：
令
和
３
年
１
月
23
日
㊏

貸
費
学
生

●
応
募
資
格

　

大
学
の
理
学
部
、
工
学
部
等
の
３
、
４
年
次
等

※
詳
細
は
石
巻
地
域
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

●
受
付
期
間　

令
和
３
年
１
月
15
日
㊎
ま
で

●
試
験
日　

令
和
３
年
１
月
30
日
㊏

●
問
合
先

　

自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部　

石
巻
地
域
事
務
所

 

（
☎
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
２
５
‐
８
３
‐
６
７
８
９
）

募

11
月
９
日
は
１
１
９
番
の
日

　

も
し
も
の
時
、
正
確
に
１
１
９
番
通
報
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
こ
の
機
会
に
確
認
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

　

１
１
９
番
通
報
の
際
、
指
令
員
は
次
の
事
を
確
認

し
ま
す
。

【
火
災
の
場
合
】

・
消
防
車
が
向
か
う
住
所
（
近
く
の
目
標
物
な
ど
）

・
何
が
燃
え
て
い
る
か

・
逃
げ
遅
れ
は
い
な
い
か
・
・
等

【
救
急
の
場
合
】

・
救
急
車
が
向
か
う
住
所
（
近
く
の
目
標
物
な
ど
）

・
誰
が
ど
う
し
た
の
か
・
・
等

　

こ
の
他
の
項
目
も
確
認
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
慌
て
ず
に
指
令
員
の
質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
電
話
に
よ
る
音
声
通
報
以
外
に
、
音
声
で

会
話
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
の
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
用
し
た
『
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
』
や
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
通
報
す
る
『
Ｆ
Ａ
Ｘ
１
１
９
』
も
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

　

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部
指
令
課

　

☎
３
６
１
‐
０
１
１
９

i

11
月
９
日
（
月
）
月
〜
11
月
15
日
（
日
）

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す

■
火
災
の
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す

　

火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
季
と
な
り
ま
す
の
で
、

火
の
取
扱
い
な
ど
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

消
防
署
で
は
、
町
内
会
や
事
業
所
な
ど
を
訪
問
し
、

防
災
訓
練
や
防
火
防
災
に
関
す
る
防
火
座
談
会
を
随

時
実
施
し
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
消
防
署
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

　

平
成
20
年
６
月
１
日
か
ら
全
て
の
住
宅
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

未
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
方
は
早
急
に
設
置
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
方
に
お
い
て
も
、

定
期
的
に
点
検
や
お
手
入
れ
を
し
て
い
た
だ
き
、
電

池
切
れ
に
な
っ
て
い
た
り
、
機
器
の
交
換
時
期
が
過

ぎ
て
い
た
り
し
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
署
で
は
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る
相
談

を
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

　

消
防
本
部
予
防
課　

☎
３
６
１
‐
１
６
１
７

　

松
島
消
防
署　
　
　

☎
３
５
４
‐
４
２
２
６

i
防
火
書
道
展
の

入
選
作
品
を
展
示
し
ま
す

　

第
44
回
防
火
書
道
展
に
寄
せ
ら
れ
た
作
品
の
中
か

ら
、
入
選
し
た
作
品
を
皆
さ
ん
に
も
ご
覧
い
た
だ
け

る
よ
う
、
各
市
町
の
会
場
で
展
示
し
ま
す
。

※
本
書
道
展
は
、
書
道
作
品
を
通
し
て
火
災
予
防
思

　

想
の
普
及
高
揚
を
図
る
目
的
で
、
塩
釜
地
区
管
内

　

の
小
学
校
の
協
力
を
得
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
も

　

の
で
す
。

●
展
示
期
間　

11
月
９
日
㊊
〜
15
日
㊐

●
会　

場　

ア
ト
レ
・
る
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
（
文
化
観
光
交
流
館
）

※
他
に
も
塩
竈
市
、
多
賀
城
市
、
七
ヶ
浜
町
、
利
府

　

i

　

町
で
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

●
展
示
内
容

　

入
選
作
品　

小
学
４
年
生
の
作
品　

53
点

　

小
学
５
年
生
の
作
品　

46
点

●
問
合
先

　

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
３
６
１
‐
１
６
１
７

▲ＨＰ用

町
内
の

空
気
中
放
射
線
量
測
定
結
果

■ 

松
島
町
役
場　

10
月
15
日
㊍
測
定

 　

・
０
．５
ｍ
：
０
．０
４
７
μ
S
v

 　

・
１
．０
ｍ
：
０
．０
４
２
μ
S
v

　

 

※
単
位
（
μ
S
v
）
：
放
射
線
が
人
体
に
与
え
る
影
響
を
表
す
単
位

 　

※
基
準
値
：
０
．２
３
μ
S
v　

※
環
境
省
基
準

 　

※
測
定
機
器
：
簡
易
型
放
射
線
測
定
機
器　

 
Ｐ
Ａ
‐
１
０
０
０

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班　

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

i
地
域
で
、
企
業
で
、
家
庭
で
、
生
涯
現
役
！

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ま
だ
ま
だ
現
役

で
働
き
た
い
60
歳
以
上
の
方
々
に
、
本
人
の
能
力
や

希
望
に
応
じ
た
臨
時
的
・
短
期
的
な
就
業
を
提
供
し

て
お
り
ま
す
。

●
主
な
仕
事

　

除
草
作
業
（
手
取
り
除
草
・
機
械
除
草
）、
植
木
剪

定
作
業
、
農
作
業
、
土
木
作
業
、 

屋
外
清
掃
作
業
、

屋
外
軽
作
業
、
屋
内
清
掃
作
業
、
屋
内
軽
作
業
、
そ

の
他 募

公益社団法人
松島町シルバー人材センター
〒981-0215  松島町高城字浜１番地の３
☎ ３５３-４５０５ ・ FAX ３５３-４５０６
E-mail:matsushima@sjc.ne.jp
URL：http://www.sjc.ne.jp/matsushima/

( 愛称　生
き活きセンター )

チエブクロー

▲HP用 

▲メール用 
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児童虐待防止推進月間
（１１月１日～１１月３０日）

　児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。児童虐
待かもと思ったらすぐにお電話ください。

※連絡は匿名で行うことも可能です。連絡者や連絡内
容に関する秘密は守られます。地域の児童相談所につ
ながります。

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間
（１１月１日～１１月３０日）

　この期間、仙台法務局及び宮城県人権擁護委員連合会では時間を延長して
相談電話を開設します。（予約不要、秘密厳守です。）
【開設時間】　午前８時３０分から午後７時まで
                   （土曜日・日曜日は午前１０時から午後５時まで）
　●相談窓口　　　☎０５７０-０７０-８１０（ナビダイヤル）
　●事前の問合先　☎２２５-５７４３（仙台法務局人権擁護部）

児童相談所　全国共通３桁ダイヤル  ☎１８９
いちはやく

「 み や ぎ 食 育 推 進 月 間 」
　宮城県は、肥満者が多く成人男性が全国ワースト４位、成人女性が全国ワースト
７位（平成２８年県民健康・栄養調査結果）です。肥満は万病のもととも言われて
いるので、肥満予防は健康な体をつくるためにとても重要です。
　「みやぎ食育推進月間」を機会に、自身の食習慣を見直して肥満を予防しましょう。

【食べすぎを防ぎましょう】
●１日３食のリズムを整えましょう。
　 （１日２食以下の場合、空腹により１回の
　食事量が増える可能性があります。）
●腹８分目を心がけ、食べ過ぎを防ぎましょう。
●満腹感が得られるようによく噛んで食べましょう。
今年の「みやぎ食育推進月間」では松島町でこんな事業を実施します！

●問合先　健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）　☎３５５-０７０３

【バランスを意識しましょう】
●主食（ごはん、パン、めん類等）、主菜（肉、
　魚、卵、大豆製品等）、副菜（野菜、きの
　こ類、海藻類等）をそろえて食べましょう。
●煮る・焼く・蒸す等、調理法を工夫して脂
　質を減らしましょう。

今年の健診結果は
いかがでしたか？

内臓脂肪型肥満（りんご型肥満） 皮下脂肪型肥満（洋なし型肥満）

特　徴

合併症

BMIが２５以上
腰まわりや太ももなどを中心に脂肪が蓄積する

膝や股関節、背骨等の関節の障害、
睡眠時無呼吸症候群

BMIが２５以上
腹囲が男性：８５cm以上、女性：９０cm以上
筋肉の内側の腹腔内に脂肪が蓄積する

高血圧、糖尿病、心筋梗塞等

間」が定められている月です！

★★まちかど　健康相談会★★

　健康長寿課の保健師、栄養士、歯科衛生士が町内各所で健康相談を行います。活力度、脳年齢計、肌チェ
ック、血中酸素濃度の測定、各種パンフレットの配布も行います。ぜひお立ち寄りください。
●日　時　１１月　４日㊌　午前１０時～午前１１時３０分　　　　薬王堂松島店
　　　　　１１月　５日㊍　午前１０時～午前１１時３０分　　　　七十七銀行松島支店
　　　　　１１月　５日㊍　午後１時３０分～午後３時　　　　　　 A＆COOP松島店
　　　　　１１月２０日㊎　午前１０時３０分～午前１１時３０分　役場一階 (町民ホール )
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税 を 考 え る 週 間
（１１月１１日～１１月１７日）

　国税庁ホームページにおいて動画やイラストで
税の役割や税務署の仕事を紹介します。また、塩
釜税務署では地方公共団体や関係民間団体と連携
して、税の作文・標語の表彰式を実施します。
●問合先　☎３６２-２１５１（塩釜税務署）

宮城一斉滞納整理強化月間
　県と市町村では、１１月と１２月の２ヶ月間、税金
の滞納整理を強化します。税金を納めるのに困難な事情
がありましたら、お早めにご相談ください。
　また、令和３年１月に、県と市町村が合同で、税金
の滞納者から差し押さえた財産をインターネット上で
公売しますので、ぜひご参加ください。
●問合先　３５４-５９１３（財務課特別滞納整理室）

「歯と口腔の健康づくり月間」

　新型コロナウイルス感染予防のために、マスクは飛沫を防いでくれるありがたい存在ですが、一方で口が見
えないからと多くの人が気づいていないマイナス面もあります。
●むし歯や歯周病の悪化　　　　　　　●口の機能低下、食べる機能の障害
●唾液の減少　　　　　　　　　　　　●表情筋や噛む筋肉の衰えによって老けて見える

〈マスクの下で起こっている口の変化にご注意ください！〉

☆口腔清掃について
①歯磨きは１日２回以上、舌磨きは１日１回
　丁寧に清掃しましょう。洗口液でのうがい
　も有効です。
②定期検診で状態を見てもらいましょう。

☆咬合力・咀嚼力低下予防
①干し芋、するめいか、ドライフルーツなど
　歯ごたえのあるものは噛む力をアップして
　くれます。
②早食いを避け、しっかり口を閉じてよく顎
　を動かして噛みましょう。
③不具合がある場合は歯科受診をして、むし
　歯を治療したり、入れ歯を入れて噛めるよ
　うにしましょう。

●問合先　健康長寿課健康づくり班 （保健福祉センターどんぐり）　☎３５５-０７０３

☆表情筋や咬筋の衰え・口腔乾燥防止
①歌や音読、おしゃべりなどで口をよく動かしましょう。
②口が乾いたら唾液腺マッサージを行い、唾液の分泌を
　促しましょう。

〈日常生活で次のことをやってみましょう〉

耳 下 腺
耳の前、上の奥歯
のあたりを円を描
くように押す

顎 下 腺
あごの骨の内側の
柔らかい部分を親
指で押す

舌 下 腺
舌を押し上げるよ
うにあごの下から
親指で押す

１１月は色々な「月間」や「週 

「しわ寄せ」
防止キャンペーン月間
（１１月１日～１１月３０日）

　大企業・親事業者による長時間労働の削減等の取組が、下請
等中小事業者に対する適正なコスト負担を伴わない短納期発注、
急な仕様変更などの「しわ寄せ」となっている場合があります。
大企業、親事業者と下請等中小事業者は共存共栄です。
●問合先　☎２２９-８８３４（宮城労働局雇用環境・均等室）

「松島健口体操」
をやってみよう！
（どんぐりで配布中）

国税庁ＨＰ用

Yahoo! 官公庁
オークション用
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相　談　事　業 日　　　時 場 所 ・ 主 催 問　　合　　先

こころの相談
(予約制)

塩釜保健所疾病対策班　　　　☎363-5504

塩釜保健所母子・障害第二班　☎365-3153

ひきこもり・思春期
こころの相談(予約制)

11月11日㊌、25日㊌
午前9時～午前11時30分

11月17日㊋
午後1時30分～午後4時30分

11月11日㊌
午後1時～午後4時

11月10日㊋
午後1時30分～午後4時30分

ＨＩＶ・クラミジア抗体検査、
肝炎検査、梅毒抗体検査、
骨髄バンク登録受付(予約制)

町民福祉課福祉班　　　　　　☎354-5706

町民福祉課福祉班(人権相談)　☎354-5706

企画調整課(行政相談)　　　　☎354-5702

企画調整課　　　　　　　　　☎354-5702

産業観光課産業振興班(消費生活相談)　☎354-5707

宮城県総合教育センター
不登校相談ダイヤル　　　　　☎784-3567

もみの木教室　　　　　　　　☎354-2041
教育委員会学校教育班　　　　☎354-5713

教育委員会学校教育班　　　　☎354-5713

健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）
保健師・栄養士　  　　　　　☎355-0703

地域包括支援センター　　　　☎354-6525

児童館　　　　　　　　　　　☎354-6888
町民福祉課こども支援班　　　☎354-5798

3相談合同開催
（人権なんでも相談、
行政相談、消費生活相談）

不登校電話相談

法律相談（予約制）

生活保護相談
（予約制）

就学指導相談 役場２階

宮城県総合教育
センタ－

もみの木教室
（まつしま心のケアハウス・
手樽地域交流センター内）

健康電話相談

育児電話相談

高齢者に関する電話相談

保健福祉センタ－どんぐり

女性の健康相談
宮城県女医会女性の健康相談室
　　　　　　　　　　　☎090-5840-1993

11月21日㊏
午後2時～午後4時

訪問歯科診療の相談窓口
塩釜歯科医師会口腔保健センター
　　　　　　　　　　　　　　☎361-1870

平　日
午前9時～午後4時

塩釜歯科医師会
口腔保健センター

塩竈市民センター

税理士による税金相談
東北税理士会塩釜支部
　　　　　　　　　　　☎090-4635-8733

11月21日㊏
午前10時15分～午後3時

塩竈市公民館
第一会議室

宮城県多重債務無料相談会
（予約制）

【個人の方】宮城県消費生活センター
　　　　　　　　　　　　　　☎261-5164
【事業者の方】東北財務局金融監督第三課
　　　　　　　　　　　　　　☎261-5164

11月27日㊎～29日㊐ 宮城県庁

松島保健福祉センター

塩釜保健所

塩釜保健所

児童館
役場1階

11月10日㊋、12月4日㊎
午前10時～午後3時

平　日
午前9時～午後4時

平　日
午前9時～正午

（学校休業日を除く）

平　日
午前8時30分～午後5時

平　日
午前9時～午後5時

松島町社会福祉協議会
相談支援事業所　　　　☎090-1497-0552

障害者（児）一般相談
（委託事業） 松島町社会福祉協議会

平　日
午前9時～午後5時

アルコ－ル・薬物相談
(予約制)

役場会議室

役場会議室

グループホーム桜の家　　　　☎355-0396
健康長寿課高齢者支援班(保健福祉センターどんぐり)
　　　　　　　　　　　　　　☎355-0677

認知症地域支援推進員による
認知症相談　(予約制)

11月2日㊊、12月1日㊋
午前10時～正午 SaKuRa カフェ（高城字町53）

無 料 相 談

11月5日㊍、19日㊍
午前10時～午後4時

11月13日㊎、12月11日㊎
午前10時～午後5時

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、内容が変更になる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

11月12日㊍
午後1時30分～午後5時

11月30日㊊
午後1時30分～午後5時

多賀城市役所

塩竈市保健センター

窓　　口　　名 問　合　先 受 付 時 間 備　　　　　　考

24時間
（土日・祝日も実施）

午前9時～午後5時
（月～金曜日）

午前9時～午後9時
（土日・祝日も実施）

宮城県相談窓口
（コールセンター）

みやぎ外国人相談センター

厚生労働省相談窓口

☎211-3883
☎211-2882

☎275-9990

☎0120-565653

聴覚に障害のある方をはじめ、電話での相談
が難しい方はメールかFAXをご利用ください。
メール：sodan-corona@pref.miyagi.lg.jp
FAX：211-3192

聴覚に障害のある方をはじめ、電話での相談
が難しい方はFAXをご利用ください。
FAX：03-3595-2756

新型コロナウイルス感染症関連の相談窓口

がんなんでも相談 宮城県対がん協会　　　　　　☎263-1560
平　日

午前9時～午後4時 宮城県がん総合支援センター
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《今月のおすすめ本》

消費生活コーナー

本の宝箱
勤労青少年ホーム（図書室）

☎３５４-４０３６

「契約はいつ成立するの？？」
　契約とは、契約書の有無に関わらず法的責任を伴う約束の
ことを言います。『家庭教師に来てもらう』、『バスや電車
に乗る』、『コンビニやスーパーで買い物をする』など、日
々の暮らしの中においてもたくさんの契約が成立しています。
　また、契約は電話や口約束でも成立し、一度結んだ契約は
一方の都合だけで契約内容の変更や取り消しは原則出来ませ
ん。
※未成年者の契約は親など法定代理人の承諾が無ければ無効
　になります。また、一定の理由がある場合は契約が無効と
　なり、取り消しや解除が出来ます。

● 松島町消費生活相談窓口　　
 　相談日時　毎週㊋・㊎　午前９時～午後４時３０分
 　相談窓口　産業観光課産業振興班　消費生活相談窓口　
 　専用電話　☎３５４-５７０７
● 宮城県消費生活センター
 　相談日時　平日　午前９時～午後５時
　　　　　　 土日　午前９時～午後４時
 　専用電話　☎２６１-５１６１
● 消費者ホットライン　☎１８８（「いやや」と覚えてください）
● 法テラス　　　　　　☎０５７０-０７８-３７４
● 警察相談専用電話　　☎「＃９１１０」

≪話題の本≫

「護られなかった者たちへ」

中山　七里　著

《一般書の新着本》

　東日本大震災後の仙台市で、連続発生した殺人事件。
捜査を続ける警察は、被害者たちと生活保護制度の関連に気がつく。
人を護るはずのこの制度が、人を見捨てている現実があるようだ。
　護られるべき者が護られる世の中でならなければならない。
　そして事件の真犯人とは・・・。日本の生活保護制度の欠陥に迫る
社会派ミステリー。   

「旅のつばくろ」　　　　　　　　　　　　　　　　沢木　耕太郎  著
「駆け入りの寺」　　　　　　　　　　　　 　　 　　 澤田　瞳子  著
「またね家族」　　　　　　　　　　　　　 　　　　  松居　大悟  著　
「カケラ」　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　 湊　かなえ  著
「新装版　免疫力をあなどるな！」　　　　　　　　矢﨑　雄一郎  著
「 帰ってから無理なく作れる! Yuuのラクうま♡晩ごはん」　　　　 Yuu  著

《児童書の新着本》
「 大人気!!親子であそべるかわいい！おりがみ 」　　新宮　文明　著　
「 やっぱり・しごとば 」　　　　　　　　　　　鈴木　のりたけ　著
※ここで紹介している本は、新しく受け入れたものの一部です。

《図書室からのお知らせ》
■ イベント情報
● 秋のブックラリー　１１月２９日㊐　まで開催中
　 　　　　　　図書室の本を読んでスタンプ１０コ集めると、ぷちプレゼ
　 　　　　　　ントがもらえます！まだ間に合うのでチャレンジしよう♪
■ 施設情報
● 開 館 時 間　平　　　　日　午前１０時～午後５時
　　　 　　　　土・日・祝日　午前１０時～午後４時
● 今月の休館日　２日・９日・１６日・２４日・３０日

■ 意思能力の無い人の契約は無効になります。
■ 訪問販売、訪問購入や電話勧誘販売などは、無条件で
 　一定期間内に契約解除（クーリングオフ）が出来ます。
■ インターネットなど通信販売は、クーリングオフは出
　 来ません。契約内容をよく確認して契約しましょう。
■ エステティックやパソコン教室など長期契約は、一定
 　の条件で中途解約が出来ます。
■ 「中途解約は出来ない」という規約は消費者の利益を
　 一方的に害する条項なので無効になります。
■ 契約解除の方法などお困りの場合はご相談ください。

一言メモ

納期限にご注意
　１１月３０日(月)が納期限のものは
次のとおりです。
● 国民健康保険税　　　　　８期
● 後期高齢者医療保険料　　５期
● 下水道受益者負担金　　　３期
● 水道料金　　　　　　１１月分
町税などは便利で納め忘れのない口座
振替を推奨しております。
また、納付が困難な場合はお早めにご
相談ください。
● 問合先
　 町税について　　　　　　　　　
 　財務課税務班　☎３５４-５７０３
　 後期高齢者医療保険料について　
 　町民福祉課町民サービス班　☎３５４-５７０５
　 下水道受益者負担金及び水道料金について
 　水道事業所経営班　☎３５４-５７１１

歯科休日診療
☎368-2201
☎356-7555
☎363-2306
☎362-1516
☎356-5127
☎362-4571
☎362-2238

多賀城市浮島1-12-10
利府町青葉台3-1-85
塩釜市泉沢町17-15
塩釜市港町2-5-12
利府町しらかし台2-12-2
塩釜市南町5-10
塩釜市本町10-3

浮島歯科クリニック
刀根歯科医院
泉沢歯科医院
川村歯科医院
広沢歯科
郷家第三歯科医院
郷家歯科医院

㊐
㊐・祝日
㊐
㊐
㊐

㊐・祝日
㊐

11月  1日
11月  3日
11月  8日
11月15日
11月22日
11月23日
11月29日

休日・急患診療（内科・小児科）のご案内

診療場所

午後6時30分～午後9時30分

● 問合先　松島病院　　　　　　　　　　　松島町高城字浜1-26　 ☎354-5811
    　　　　塩釜地区休日急患診療センタ－　塩釜市錦町7-10　　　 ☎366-0630

松島病院

塩釜地区
休日急患
診療センター

日曜・休日（国民の祝日）

日曜・休日（国民の祝日）

土曜日（休日に当たる日を除く）

内科・小児科

内　科

午前8時45分～午前11時30分
午後１時～午後4時30分

 小児科
（１５歳まで）

昼夜間

診療科目受付時間診　　療　　日

 

★困ったときは相談員に相談してください。★
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文
化
財
で
見
る
松
島
の
歴
史

図 3北西方向に開く丘陵下に多く堆積が見られ、降灰時の風向きがうかがえます。図 4

図 2西の浜貝塚付近で確認された火山灰層。５㎝ほどの厚さが確認できます。

文
化
財
の
調
査
・
研
究
⑫　

古
代
の
火
山
灰

　

平
成
二
十
九
年
度
に
磯
崎
・
手
樽

地
区
で
ほ
場
整
備
が
計
画
さ
れ
、
埋

蔵
文
化
財
（
遺
跡
）
と
の
関
り
を
調

べ
る
た
め
、
事
前
の
確
認
調
査
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
丘
陵
上
部
か
ら

裾
部
に
か
け
て
、
縄
文
時
代
の
貝
塚

や
奈
良
・
平
安
時
代
の
塩
づ
く
り
の

土
器
が
見
つ
か
っ
て
い
る
地
域
で
す

が
（
図
１
）
、
今
回
事
業
対
象
に
な

っ
た
の
は
、
昭
和
四
十
三
年
ま
で
に

干
拓
さ
れ
た
水
田
で
す
。
埋
め
立
て

ら
れ
た
土
の
下
で
す
の
で
、
直
接
遺
跡
と
の
か
か
わ
り
を
示
す
も
の
は
多
く
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
多
く
の
地
点
か
ら
灰
白
色
を
し
た
火
山
灰
の
堆
積
が
見
つ
か
り

ま
し
た
（
図
２
・
３
）
。
こ
れ
は
西
暦
九
一
五
年
に
現
在
の
青
森
県
に
あ
る
十
和
田

火
山
が
噴
火
し
た
際
に
降
り
注
い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
灰
白
色
火
山
灰

は
東
北
各
地
の
遺
跡
で
確
認
さ
れ
（
図
４
）
、
遺
跡
の
年
代
を
知
る
ヒ
ン
ト
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

（
学
芸
員
：
森
田
）

〈
参
考
文
献
〉
植
松
暁
彦
２
０
１
２
「
古
代
東
北
の
火
山
噴
火
と
遺
跡
か
ら
み
た
災

害
規
模
」
『
公
益
財
団
法
人
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
年
報
―
平
成
24
年
度
―
』

宮
城
県
考
古
学
会
編
２
０
１
６
『
大
地
か
ら
の
伝
言
―
宮
城
の
災
害
考
古
学
―
』

図 1周辺の遺跡地図
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▲高橋美岳さん（左）感染対策をとりながら練習に励んでいます！

＜かぼちゃと白玉団子のほうとう風＞
材料（４人分）
だし汁・・・・・・・ ６００ml
かぼちゃ・・・・・・  １５０g
しいたけ・・・・・・・・ ２枚
にんじん・・・・・・・１/４本
油揚げ・・・・・・・・・ １枚
小松菜・・・・・・・・１/３束
み　そ・・・・・・・ 大さじ２
白玉団子・・・・ お好みで８個

※うどんやすいとん、お餅など
お好みの具材でもよいです。

（一人あたり）
エネルギー：１４０kcal　
食塩相当量：１.３g

一緒にヘルスメイトとして活動しませんか？
おいしく食べるコツや健康になるためのヒントを学んで、食生活改善推進員（ヘルスメイト）として一緒に町の食育を推進し
ましょう！
● 定例会実施日　毎月第４金曜日に開催（※変更あり）
● 会　　　　費　２,０００円（１年分）
● 申込・問合先　健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）　☎３５５-０７０３

　１１月２４日は「和食の日」です！和食は、旬の新鮮な食材を使い、その
季節を料理で味わう特徴があり、ユネスコの無形文化遺産に登録されていま
す。今回は、旬の食材を使った山梨県の郷土料理「ほうとう」を、白玉団子
にアレンジしたレシピでご紹介します。ぜひ減塩のためにも出汁をとって、
作ってみてください♪

（作り方）
①だし汁のとり方（作りやすい分量で記載
　しています）
　(1) 鍋に水１Ｌとだし用昆布１０cmを入れて３０分ほどおく。
　(2) 火をつけ、沸騰したらかつお節３０gを入れて１～２分煮だして、ふきん等をざる
　　  に敷き、出汁をこす。
②白玉団子の作り方（作りやすい分量で記載しています）
　(1) ボウルに白玉粉１００gを入れ、水１００mlを少しずつ加えながら、手で練り、ま
　　  るめる。※耳たぶよりも少し固いぐらいの固さになるように水を調整します。
　(2) １を沸騰した湯でゆで、水にとる。（上に団子が浮いてきたら、ゆであがりの目安です）
③かぼちゃは薄切りにし、３cmの大きさに切る。しいたけは薄切り、にんじんは半月切
　りにする。油揚げは短冊切りに、小松菜は水で洗って３～４cmの長さに切る。
④①のだし汁に小松菜と白玉団子以外の材料を加えて煮る。かぼちゃとにんじんに火が通
　ったら、みそを溶き入れる。その後、白玉団子と小松菜を入れてさっと火を通し、でき
　あがり。

※
祝
金
贈
呈
対
象
者
は
米
寿
は
町
内

在
住
５
年
以
上
、
白
寿
は
町
内
在
住

10
年
以
上
の
方
で
、
誕
生
月
の
初
日

に
松
島
町
住
民
と
し
て
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
と
な
り
ま

す
。

10
月
敬
老
祝
金
贈
呈
者

米
寿
お
め
で
と
う

◆ 

大
山　

テ
ル
子　

（
磯
崎
）

◆ 

阿
部　

延
子　
　

（
磯
崎
）

◆ 

作
間　

さ
い
子　

（
手
樽
）

◆ 

早
川　

房
子　
　

（
本
郷
）

◆ 

熊
谷　

文
雄　
　

（
幡
谷
）

◆ 

只
木　

良
克　
　

（
幡
谷
） 

◆ 

石
川　

薫
子　
　

（
磯
崎
）

◆ 

櫻
井　

智
惠
子　

（
松
島
）

◆ 

内　
　

共
平　
　

（
松
島
）

◆ 

髙
橋　

光
子　
　

（
磯
崎
）

健
康
リ
レ
ー　

〜
元
気
の
秘
訣
お
伝
え
し
ま
す
！
〜

 〜
私
の
健
康
法
〜

　

私
の
健
康
の
秘
訣
は
詩
吟
で
す
。
詩
吟
は
、
腹
式
呼
吸
で
声
を
出
す
た
め
、

血
圧
低
下
や
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
ほ
か
、
誤
嚥
性
肺
炎
な
ど
も
防
ぐ
働
き
が
あ

り
ま
す
。
大
き
く
口
を
開
け
て
、
「
ア
、
イ
、
ウ
、
エ
、
オ
」
と
発
声
す
る
基

本
の
練
習
で
は
単
純
な
発
声
に
見
え
ま
す
が
、
汗
を
か
く
ほ
ど
と
て
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
い
ま
す
。

　

60
歳
を
過
ぎ
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
元
気
で
楽
し

く
過
ご
せ
た
ら
と
思
い
、
友
人
に
誘
わ
れ
て
入
会
し

た
の
が
詩
吟
と
の
出
会
い
で
し
た
。
今
は
仲
間
と
共

に
月
４
回
お
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
も
三
密
を
避
け
、
健
康
第
一
に
元
気
に
楽
し
み

な
が
ら
、
俳
句
や
和
歌
、
漢
詩
な
ど
を
吟
じ
て
お
り

ま
す
。

　

趣
味
は
入
学
が
あ
っ
て
も
卒
業
は
な
く
、
奥
深
い

も
の
で
す
。
皆
さ
ん
も
健
康
維
持
の
た
め
に
も
一
緒

に
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

（
公
社
） 

日
本
詩
吟
学
院 

宮
城
岳
風
会 

松
島
教
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
美
岳

　

次
回
の
健
康
リ
レ
ー
は
磯
崎
地
区
に
お
住
ま
い
の

鈴
木
正
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。
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内　　　　　容 日　付 時 　 間 場　　所 備　　　　　　　考

※左記の日程以外での交付も可能なのでご連絡ください。
※マイナンバーが確認できる書類と、運転免許証などの身元
確認書類をお持ちください。

健康や栄養、歯科口腔に関することなど保健師、管理栄養士、
歯科衛生士が幅広く相談に応じます。

母子健康手帳の交付

健康相談
～赤ちゃんから成人の方どなたでも～

保健福祉センター
どんぐり

午前９時３０分
　　  ～午前１１時

午前１０時
                 ～正午

１１月　９日㊊
２４日㊊

１１月　９日㊊
   

■その他のご案内

●健康長寿課健康づくり班(保健福祉センターどんぐり)　☎３５５-０７０３　FAX３５３-３７２２

内　　　　　容 日　付 受付時間受付時間 場　　所 対　　　　　　　象

２歳６か月児健診
午後１時
　～午後１時１０分

保健福祉センター
どんぐり１１月１１日㊌

     

■乳幼児健診と予防接種のご案内

令和３年度保育所入所児募集

◆保育所入所基準（入所申込みには、下記の基準を満たす必要があります）
　①親が家庭外で労働していて、児童の保育ができない場合（概ね１日４時間以上、月１５日以上）
　②親が日常の家事以外の家庭内の労働に従事していて保育ができない場合（概ね１日４時間以上、月１５日以上）
　③死亡、行方不明等の理由により親がいない場合
　④親が病気や障がい、出産などにより児童の保育ができない場合
　⑤親が長期にわたり病人や障がい者の看護をしなければならず、児童の保育ができない場合

●問合先　町民福祉課こども支援班　☎３５４-５７９８

◆募集保育所

平成３０年３月～平成３０年４月生

　１０月２日の３歳６か月児健診で、むし歯のなかったお子さんを紹介します。

受診した９名全員が「ピカピカ賞」でした。
これからも良い食習慣と歯みがきを続けて、きれいな歯を維持しましょう！

今月のピカピカ賞

  すずき     　 かなた

  いけだ          えみ

  みうら          りな

鈴木　奏多　くん 　（本郷）

池田　愛美　ちゃん （手樽）

三浦　梨奈　ちゃん （高城）

まつはし            りん

 きむら        そうすけ

さいとう　　　 たくみ

  

松橋　　凛　ちゃん（本郷）

木村　奏介　くん　（磯崎）

齋藤　　匠　くん　（磯崎）

水間　　雫　ちゃん （本郷）

阿部　大輝　くん　 （磯崎）

佐藤　　耀　くん　 （磯崎）

  みずま            しずく 

   あべ           だいき

  さとう             よう

   

新規申し込みの方 継続入所の方

申込書配布場所

配布時期

申込受付

申込先

備　考

各保育所

１１月２日㊊～１３日㊎通常の保育時間内(日・祝日を除く)

上記期間内(日・祝日を除く)

各保育所

役場１階（町民福祉課こども支援班）

１１月２日㊊～１３日㊎ 午前８時３０分～午後５時(土・日・祝日を除く)

１１月５日㊍～１９日㊍ 午前８時３０分～午後５時(土・日・祝日を除く)

役場1階（町民福祉課こども支援班）

３～５歳児は、保育料は無償となりますが、給食費の徴収があります。

基本保育時間（最大延長保育時間）保育所名 場　　　所

高城保育所

高城保育所分園

松島保育所

磯崎保育所

松島町磯崎字白坂２５-４

松島町高城字反町五１４

松島町松島字町内５１

松島町磯崎字長田８０-４

入所可能年齢

６か月以上

３歳以上

６か月以上

午前８時～午後４時（午前７時～午後７時）

午前８時～午後４時（午前７時３０分～午後６時）

※新規申し込みの場合は、家庭状況把握のために後日面接を行います。申込書は町ホームページ及び松島町子育て支援サイトからもダウンロードできます。

令和３年４月から５月までに入所希望の方を受け付ける期間です。６月以降の入所を希望の方は令和３年４月から受け付けます。

教　　室　　名 日 　 程 時　　間 内　　　　　　　　容

✿リズムあそびの会

✿読み聞かせの会

✿なかよし教室

午前１０時３０分
　　　～午前１１時

午前１０時３０分
　　　～午前１１時

午前１０時３０分
～午前１１時３０分

ピアノの先生と一緒にリトミックを楽しみます。日々の育児のヒントに
もなりますよ♪

読み聞かせボランティア「おはなしころころ」さんによる絵本や紙芝居、
パネルシアターなど児童文化を楽しみます。

保育士の先生やお友達と一緒にクラス活動を経験します。２～３歳児の
教室です。

１１月１１日㊌

１１月１６日㊊

１１月２５日㊌

■親子教室等の日程(下記の教室は登録した親子が対象です)

松島の子育て 検索

26 広報まつしま

開　館　時　間　　
月～土曜日　午前９時開館
小学生：午後４時３０分まで （１１月～３月)
中学生：午後６時まで　高校生：午後７時まで
新型コロナウイルス感染予防のため、開館時間
短縮しています。詳しくは児童館までお問い合
せください。

休　　館　　日　　
日曜・祝日・年末年始

松島町児童館
じ　　　どう　　  かん

松島町子ども
支援班
Facebook

https://www.facebook.com/
MatsuKodomo/

松島町
子育て
支援サイト

https://matsushima-kosodate.com/

イ　ベ　ン　ト 対　　　　象 日 　 程 時　　間 内　　　容

✿希望園に行ってみよう会

どんぐり保健室
※予約不要

✿赤ちゃんほっとサロン
※予約不要

✿親子ヨガ教室
定員：10組
※要申込み

午前１０時
～午前１１時３０分

午前１０時
～午前１１時３０分

午前１０時
～午前１１時３０分

午前１０時
　　　～午前１１時

１１月２０日㊎

１１月２４日㊋

１１月２６日㊍

１２月１０日㊍

●松島町児童館　　☎３５４-６８８８　FAX３５５-１０２２
■各イベント開催のご案内　親子ヨガ教室の申込みは１１月１６日㊊からです。

希望者は予約が
必要です

０歳～１８歳までの
お子さんとその保護者

乳児(０歳児)親子

０.1歳児親子

✿マークは乳幼児親子向けのイベントです。

✿マークは乳幼児親子向けの教室です。

「希望園」は、親子が一緒に療育を受けな
がら、お子さまにとって必要な生活習慣の
確立と成長に関する支援を行っている場所
です。

松島町の保健師、栄養士とお子さまの成長
や予防接種、ことば、離乳食についてお話
ししませんか？気軽に遊びに来て下さい♪

初めての育児や、赤ちゃんとの生活で戸惑
うこともあるかと思います。助産師・保健
師と一緒に、赤ちゃんのこと、母乳のこと
などお話ししてみませんか？ 赤ちゃんを囲
みながらほっと一息つける時間を過ごしま
しょう。

ヨガには「姿勢の改善」「運動機能の向上」
「リラックス効果」があるといわれています。
親子で簡単に取り組めるポーズも沢山あり
ますよ！講師は、尾形華香先生です。
持ち物：タオル、水分補給用飲み物

【２・３歳児親子ヨガ】
「ナマステ」という挨拶で
始まり、「シャバアーサナ」
というポーズで終わるまで
ママと一緒に楽しく体を動
かしました。

ナマステ～～

【リズム遊びの会】
　上手に体を動かしながら歌ったり、フ
ラフープやなわとびを使ってリズムに合
わせて楽しみました。
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掲
載
し
て
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る
イ
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ン
ト
等
の
お
知
ら
せ
に
つ
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て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
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の

影
響
に
よ
り
中
止
ま
た
は
延
期
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
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お
出
か
け
前
に
各
記
事
に
記
載
さ
れ
て
い
る
番
号
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

勤
労
感
謝
の
日
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